
連
休
に
熱
中
症
５
千
人
搬
送

世
界
経
済
の
リ
ス
ク
と
し
て

「
関
税
戦
争
や
激
し
い
言
葉
、

無
責
任
」
を
挙
げ
、
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
を
批
判
し
た
。

　

自
動
車
な
ど
の
工
業
製
品

は
互
い
に
関
税
を
段
階
的

に
、
ま
た
は
即
時
撤
廃
し
て

ゼ
ロ
と
す
る
。
農
林
水
産
物

も
ほ
と
ん
ど
を
撤
廃
対
象
と

す
る
が
、
日
本
側
に
入
る
コ

メ
に
つ
い
て
は
関
税
削
減
や

撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
し

た
。
政
府
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
約
１
％
に
当
た
る
５
兆

円
押
し
上
げ
、
雇
用
を
約

２
９
万
人
増
加
さ
せ
る
効
果

が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

日
欧
が
一
段
と
緊
密
な
国

際
関
係
を
築
く
た
め
、
安
全

保
障
や
気
候
変
動
な
ど
幅

広
い
分
野
の
協
力
を
定
め
た

「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
」（
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
に
も

署
名
し
た
。

　

署
名
に
先
立
ち
、
日
欧
は

首
脳
協
議
を
開
き
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

署
名
を
「
歴
史
的
な
一
歩
。

保
護
主
義
に
対
抗
す
る
と
い

う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
る
」
と
す
る
共
同

声
明
を
発
表
。
世
界
貿
易
機

関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
を
中
心
と
す

　
【
共
同
】
日
本
列
島
は
１
７
日
も
各
地
で
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
岐
阜
県
揖
斐
川
町
で
最
高
気
温
３
８
・
９
度
を
記

録
し
、
埼
玉
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
奈
良
の
５
県
で
５
人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
暑
さ
は
、
１
４
〜
１
６
日
の
３

連
休
の
こ
ろ
か
ら
東
日
本
か
ら
西
日
本
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
が
２
層
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
だ
。
共

同
通
信
の
集
計
で
は
３
連
休
中
に
５
千
人
を
超
え
る
人
が
熱
中
症
と
み
ら
れ
る
症
状
で
救
急
搬
送
さ
れ
、
１
４
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
厳
し
い
暑
さ
は
当
面
続
く
見
通
し
で
注
意
が
必
要
だ
。

岐
阜
３
８
・
９
度
、
５
人
死
亡

来
年
３
月
ま
で
の
早
期
発
効

を
目
指
す
。

　

日
Ｅ
Ｕ
ハ
イ
レ
ベ
ル
産

業
・
貿
易
・
経
済
対
話
を
設

立
し
、
第
１
回
会
合
を
年
末

ま
で
に
開
催
す
る
。

　

安
倍
晋
三
首
相
と
Ｅ
Ｕ
の

ト
ゥ
ス
ク
大
統
領
、
ユ
ン
ケ

ル
欧
州
委
員
長
が
署
名
し

た
。
安
倍
首
相
は
署
名
後
の

共
同
記
者
会
見
で
「
世
界
的

に
保
護
主
義
の
懸
念
が
高

ま
っ
て
お
り
、
日
欧
が
自
由

貿
易
体
制
の
重
要
性
を
発
信

し
て
い
く
意
義
は
大
き
い
」

と
述
べ
た
。
ト
ゥ
ス
ク
氏
は

　
【
共
同
】
日
本
と
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
１
７
日
、
首

相
官
邸
で
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
署
名
し
た
。

世
界
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
３
割
、
貿
易
総
額
の

４
割
を
カ
バ
ー
す
る
世
界
最

大
級
の
自
由
貿
易
圏
が
誕
生

す
る
。
チ
ー
ズ
や
自
動
車
な

ど
農
産
物
や
工
業
製
品
の
関

税
を
幅
広
く
引
き
下
げ
る
一

方
、
公
正
な
ル
ー
ル
に
基
づ

い
た
自
由
貿
易
の
重
要
性
を

訴
え
て
保
護
主
義
的
な
姿
勢

を
強
め
る
米
ト
ラ
ン
プ
政
権

を
け
ん
制
す
る
。
政
府
は
今

秋
に
想
定
さ
れ
る
臨
時
国
会

で
の
承
認
手
続
き
を
経
て
、

米
保
護
主
義
を
け
ん
制

列島猛暑、高気圧重なる世
界
最
大
級
の
自
由
貿
易
圏

日
欧
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
署
名

米
ロ
首
脳
、
核
軍
縮
で
連
携

緊
張
緩
和
へ
「
建
設
的
」
会
談

データ改ざん、担当４人も

神戸製鋼を
書類送検

２
０
２
１
年
に
期
限
を
迎
え

る
米
ロ
間
の
新
戦
略
兵
器
削

減
条
約
（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）

を
含
む
核
軍
縮
で
連
携
す
る

考
え
を
示
し
た
。
冷
戦
後
最

悪
レ
ベ
ル
に
冷
え
込
ん
だ
米

ロ
の
緊
張
緩
和
へ
「
建
設
的

ロ
シ
ア
人
女
を

ス
パ
イ
で
逮
捕

米
当
局

連
邦
大
陪
審
が
１
３
日
、
民

主
党
陣
営
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
し

た
と
し
て
ロ
シ
ア
情
報
機
関

の
当
時
の
当
局
者
ら
１
２
人

を
起
訴
し
て
い
る
。
プ
ー
チ

ン
氏
の
肩
を
持
つ
よ
う
な
ト

ラ
ン
プ
氏
の
発
言
に
対
し
、

１
１
月
の
中
間
選
挙
を
控
え

た
米
与
野
党
の
有
力
議
員
は

「
弱
腰
」
と
猛
反
発
し
た
。

　

プ
ー
チ
ン
氏
は
会
見
で
、

中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）

廃
棄
条
約
の
順
守
に
向
け
て

米
ロ
が
連
携
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
米

ロ
の
経
済
協
力
に
向
け
た
高

官
協
議
の
枠
組
み
設
置
で
も

合
意
し
た
と
述
べ
た
。

な
」会
談
に
な
っ
た
と
強
調
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
北
朝
鮮
の

非
核
化
に
向
け
た
米
ロ
の
協

力
を
確
認
し
た
と
述
べ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
６
年
米

大
統
領
選
に
ロ
シ
ア
が
介

入
し
た
と
の
疑
惑
を
全
否
定

す
る
プ
ー
チ
ン
氏
に
同
調
し

た
。
介
入
が
あ
っ
た
と
す
る

米
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）

な
ど
配
下
の
情
報
機
関
の
結

論
を
現
職
大
統
領
が
支
持
し

な
い
異
例
の
事
態
と
な
っ

た
。

　

国
際
会
議
に
合
わ
せ
た
両

者
の
会
談
は
あ
る
が
、
独

立
し
た
機
会
を
設
け
た
公
式

会
談
は
初
。
予
定
の
９
０
分

を
超
え
２
時
間
以
上
に
及
ん

だ
。
そ
の
後
、
ポ
ン
ペ
オ
国

務
長
官
ら
を
交
え
た
拡
大
協

議
に
移
行
し
た
。

　

介
入
疑
惑
を
巡
っ
て
は
米

力
を
強
め
、
上
空
５
千
メ
ー

ト
ル
付
近
で
日
本
列
島
を
広

く
覆
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

加
え
、
大
陸
か
ら
は
チ
ベ
ッ

ト
高
気
圧
が
上
空
１
万
５
千

メ
ー
ト
ル
付
近
に
張
り
出
し

て
い
る
と
い
う
。

　

高
気
圧
の
上
空
で
は
雲
が

で
き
に
く
く
、
雨
が
少
な
く

な
っ
て
地
表
に
は
直
射
日
光

が
照
り
つ
け
る
。
２
層
の
高

気
圧
か
ら
下
降
す
る
気
流
が

地
表
付
近
の
空
気
を
強
く
圧

迫
し
て
い
る
こ
と
も
高
温
の

一
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

暑
さ
で
１
７
日
は
埼
玉
県

な
ど
４
県
で
８
０
〜
９
４
歳

の
女
性
４
人
が
熱
中
症
の
疑

い
で
死
亡
。
愛
知
県
豊
田
市

で
は
小
学
１
年
の
男
児（
６
）

が
校
外
学
習
か
ら
戻
っ
た
教

室
で
意
識
を
失
い
、
熱
射
病

の
た
め
病
院
で
死
亡
し
た
。

リ
ー
マ
ン
危
機
予
期
で
き
ず

白
川
総
裁
「
最
悪
期
去
っ
た
」

済
の
厳
し
さ
、
金
融
シ
ス

テ
ム
問
題
の
厳
し
さ
は
ず
っ

と
続
い
た
」
と
指
摘
し
、
長

期
的
な
警
戒
が
必
要
と
強
調

し
た
。
た
だ
、
問
題
が
さ
ら

に
深
刻
化
す
る
と
の
認
識
は

持
っ
て
お
ら
ず
、
後
の
政
策

対
応
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
は

０
８
年
３
月
、
資
金
繰
り
が

悪
化
し
た
米
証
券
大
手
ベ

ア
ー
・
ス
タ
ー
ン
ズ
が
身
売

火
山
溶
岩
、
観
光
ボ
ー
ト
直
撃

米
ハ
ワ
イ
、
２
３
人
け
が

熱
中
症
は
高
温
で
意
識
障
害

が
起
こ
る
熱
射
病
な
ど
の
総

称
。

　

今
回
の
気
象
条
件
と
似
て

い
る
の
が
２
０
１
３
年
８
月

１
０
〜
１
３
日
の
高
知
県

四
万
十
市
だ
。
４
日
連
続
で

最
高
気
温
が
４
０
度
に
達

し
、
同
１
２
日
の
４
１
・
０

度
は
国
内
最
高
気
温
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
時
も
太
平
洋

高
気
圧
の
上
を
チ
ベ
ッ
ト
高

気
圧
が
覆
っ
た
。

　

今
年
は
西
日
本
を
豪
雨
が

襲
っ
た
後
、
各
地
で
気
温
が

上
が
り
始
め
た
。
連
休
中

の
最
高
気
温
は
１
４
日
が
岐

阜
県
多
治
見
市
の
３
８
・
７

度
、
１
５
日
が
京
都
府
福
知

山
市
と
岐
阜
県
揖
斐
川
町
の

３
８
・
８
度
、
１
６
日
が
揖

斐
川
町
の
３
９
・
３
度
。
い

ず
れ
も
内
陸
で
海
か
ら
の
風

が
入
り
に
く
く
、
熱
が
こ
も

り
や
す
い
地
形
が
気
温
の
上

昇
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

　

全
国
的
に
見
て
も
、
朝
か

ら
気
温
が
上
が
る
傾
向
が
あ

る
。
日
が
沈
ん
で
も
気
温
が

下
が
ら
ず
、
夜
間
の
最
低
気

温
が
２
５
度
以
上
の
熱
帯
夜

に
な
る
地
域
が
多
い
。
京
都

市
で
は
１
４
〜
１
６
日
の
３

米ハワイ島のキラウエア火山の
溶岩直撃で屋根が破壊された観
光ボート＝１６日（ハワイ州土地
自然資源局提供・共同）

記念撮影する（左から）ＥＵのトゥスク大統領、安倍首相、ユン
ケル欧州委員長＝１７日午後、首相官邸（共同）

厳しい暑さの中、皇居前で色とりどりの傘を差して歩く外国人観
光客ら＝１７日午後、東京都千代田区（共同）

　
【
共
同
】
神
戸
製
鋼
所
の

製
品
デ
ー
タ
改
ざ
ん
事
件

で
、
警
視
庁
捜
査
２
課
は

１
７
日
、
不
正
競
争
防
止
法

違
反
（
虚
偽
表
示
）
の
疑
い

で
、
法
人
と
し
て
の
神
鋼
と

工
場
の
担
当
者
４
人
を
書
類

送
検
し
た
。
東
京
地
検
特
捜

部
は
神
鋼
を
起
訴
し
、
４
人

は
不
起
訴
処
分
と
す
る
見
通

し
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
捜
査

２
課
は
４
人
に
つ
い
て
、
起

訴
を
求
め
る
「
厳
重
処
分
」

で
は
な
く
、
検
察
に
判
断
を

委
ね
る
「
相
当
処
分
」
の
意

見
を
付
け
た
と
み
ら
れ
る
。

　

改
ざ
ん
が
数
十
年
に
わ

た
っ
て
続
き
、
幹
部
も
関
与

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
捜

部
は
法
人
の
刑
事
責
任
を
問

え
る
と
判
断
。
担
当
者
に
つ

い
て
は
、
違
法
性
を
明
確
に

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

書
類
送
検
さ
れ
た
４
人
は

真
岡
製
造
所
（
栃
木
県
真

岡
市
）、
長
府
製
造
所
（
山

口
県
下
関
市
）、
大
安
製
造

所
（
三
重
県
い
な
べ
市
）
の

検
査
担
当
者
ら
。
あ
ら
か
じ

め
顧
客
と
決
め
た
ア
ル
ミ
や

銅
製
品
の
仕
様
を
満
た
す
よ

う
、
検
査
結
果
を
改
ざ
ん
し

て
出
荷
し
た
疑
い
が
持
た
れ

て
い
る
。

　

神
鋼
が
３
月
に
公
表
し
た

最
終
報
告
書
な
ど
に
よ
る

と
、
改
ざ
ん
は
国
内
外
の

２
３
工
場
で
行
わ
れ
、
問
題

の
製
品
は
高
度
な
安
全
性
が

求
め
ら
れ
る
航
空
機
や
新
幹

線
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い

た
。
納
入
先
は
国
内
外
の

６
０
０
社
以
上
に
及
ん
だ
。

　

警
視
庁
と
特
捜
部
は
６

月
、
神
鋼
の
東
京
、
神
戸
両

本
社
や
３
工
場
を
家
宅
捜
索

し
た
。不
正
競
争
防
止
法
は
、

取
引
書
類
に
品
質
な
ど
に
つ

い
て
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表

示
を
し
て
商
品
を
譲
渡
す
る

こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
違
反

す
れ
ば
法
人
に
は
３
億
円
以

下
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。

る
多
角
的
貿
易
体
制
の
重
要

性
を
指
摘
し
、
自
由
貿
易
体

制
の
維
持
で
協
力
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
昨
年
７
月

に
大
枠
合
意
を
宣
言
し
、
投

資
分
野
の
扱
い
や
細
部
を
詰

め
、
１
２
月
に
妥
結
し
て
い

た
。

日
連
続
で
最
高
気
温
が
３
８

度
台
、
最
低
気
温
は
２
５
度

以
上
、
降
水
は
観
測
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

今
後
も
西
日
本
と
東
日
本

で
は
７
月
下
旬
に
か
け
て
猛

烈
な
暑
さ
が
続
く
と
み
ら
れ

て
い
る
。
西
日
本
豪
雨
の
被

災
地
で
は
、
安
否
不
明
者
の

捜
索
や
復
旧
作
業
な
ど
炎
天

下
の
活
動
は
熱
中
症
予
防
が

　
【
ヘ
ル
シ
ン
キ
共
同
＝
丹

羽
祐
二
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
１
６
日
、
ヘ
ル
シ

ン
キ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大

統
領
公
邸
で
会
談
し
た
。
共

同
記
者
会
見
で
両
首
脳
は

負
傷
し
た
。
う
ち
２
０
代
女

性
１
人
が
重
体
。
Ａ
Ｐ
通
信

な
ど
が
当
局
情
報
と
し
て
報

じ
た
。

　

世
界
最
大
級
の
活
火
山
キ

ラ
ウ
エ
ア
は
５
月
３
日
か
ら

噴
火
活
動
が
続
い
て
い
る

が
、
観
光
客
に
負
傷
者
が
出

た
の
は
初
め
て
と
み
ら
れ

る
。
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
総
領

事
館
に
よ
る
と
、
日
本
人
観

光
客
は
い
な
か
っ
た
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
ボ
ー
ト

に
は
約
５
０
人
が
乗
っ
て
お

り
、
溶
岩
が
観
光
ボ
ー
ト
の

屋
根
を
直
撃
。
２
０
代
女
性

を
含
む
１
３
人
が
病
院
に
搬

送
さ
れ
て
治
療
を
受
け
た
。

残
る
１
０
人
は
や
け
ど
や
擦

り
傷
な
ど
の
軽
傷
を
負
っ

た
。

　

今
回
の
噴
火
で
は
、
火
口

や
周
辺
に
で
き
た
複
数
の
亀

裂
か
ら
マ
グ
マ
が
噴
出
し
、

住
宅
数
百
戸
を
破
壊
。
溶
岩

流
は
海
に
流
れ
込
み
、
有
毒

ガ
ス
を
含
む
水
蒸
気
が
発
生

し
て
い
る
。

　

高
温
の
溶
岩
が
海
に
流
れ

込
ん
だ
際
に
大
量
の
水
蒸
気

が
発
生
し
て
爆
発
の
よ
う
な

状
態
が
起
き
、
溶
岩
の
塊
が

飛
び
散
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

見
学
ツ
ア
ー
は
、
当
局
が
安

全
だ
と
し
て
許
可
し
た
海
域

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

　
【
ホ
ノ
ル
ル
共
同
】
米
ハ

ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
島
で
続
く
キ

ラ
ウ
エ
ア
火
山
の
噴
火
で

１
６
日
、
噴
火
の
様
子
を
海

か
ら
見
学
す
る
観
光
ボ
ー
ト

を
溶
岩
の
塊
が
直
撃
、
少
な

く
と
も
観
光
客
ら
２
３
人
が

り
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
に

発
展
。
米
欧
の
中
央
銀
行
は

金
利
引
き
下
げ
や
資
金
供
給

で
信
用
不
安
に
対
応
し
、
同

年
５
月
に
は
「（
混
乱
は
）

終
わ
り
に
近
づ
い
た
」（
米

高
官
）
と
の
声
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
見
方
に
対
し
、

会
合
で
は
「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
が
最
悪
期
を
脱
し
た
と

言
い
切
る
だ
け
の
根
拠
は
乏

し
い
」（
水
野
温
氏
審
議
委

員
）
な
ど
と
懸
念
す
る
声
が

多
か
っ
た
。「
金
融
機
関
の

サ
ド
ン
・
デ
ス
（
突
然
の
倒

産
）
が
重
な
る
と
か
な
り
大

き
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
十

分
注
意
し
な
い
と
い
け
な

い
」（
西
村
清
彦
副
総
裁
）

と
の
声
も
あ
っ
た
。

　

当
時
は
原
油
高
な
ど
で
物

価
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
市

場
で
早
期
の
利
上
げ
観
測
が

強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
会
合

で
は「
景
気
は
下
振
れ
方
向
、

物
価
は
上
振
れ
方
向
と
い
う

情
勢
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

言
い
方
を
し
て
い
く
の
か
」

（
白
川
総
裁
）
な
ど
、
市
場

と
の
対
話
に
苦
慮
す
る
姿
が

う
か
が
え
た
。

意
味
で
の
最
悪
期
は
去
っ
た

の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
３
カ

月
後
に
起
き
た
世
界
的
な
金

融
危
機「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
」
を
予
期
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

白
川
総
裁
は
過
去
の
日
本

の
金
融
危
機
に
言
及
し
「
経

　
【
共
同
】
日
銀
は
１
７
日
、

２
０
０
８
年
１
〜
６
月
の
金

融
政
策
決
定
会
合
の
議
事
録

を
公
表
し
た
。
米
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
に
よ

る
金
融
市
場
の
混
乱
が
続
く

中
、
白
川
方
明
総
裁
が
６
月

の
会
合
で
「
大
手
の
金
融
機

関
が
突
然
破
綻
す
る
と
い
う

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
き
ょ
う

の
会
談
は
ロ
シ
ア
と
の
長
い

プ
ロ
セ
ス
の
始
ま
り
だ
。
今

後
も
対
話
を
続
け
る
」
と

語
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
氏
は
、

米
ロ
関
係
に
お
け
る
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
共
同
専
門

家
会
議
の
創
設
を
米
国
側
に

提
案
す
る
と
述
べ
た
。

　

両
首
脳
は
内
戦
が
続
く
シ

リ
ア
の
安
定
化
や
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
ク
リ

ミ
ア
半
島
編
入
問
題
も
会
談

で
取
り
上
げ
た
。
プ
ー
チ
ン

氏
は
編
入
を
認
め
な
い
ト
ラ

ン
プ
氏
の
立
場
が
変
わ
ら
な

か
っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

特
に
必
要
に
な
る
。
避
難
所

の
よ
う
な
屋
内
で
も
熱
が
こ

も
り
や
す
い
場
所
で
は
症
状

が
出
る
恐
れ
が
あ
る
。

に
潜
り
込
む
な
ど
し
て
い
た

疑
い
が
持
た
れ
て
い
る
。

　

米
政
治
に
影
響
を
与
え
る

た
め
、
米
ロ
間
の
裏
ル
ー
ト

を
構
築
す
る
の
が
目
的
だ
っ

た
と
い
う
。
ス
パ
イ
活
動
を

指
示
し
た
ロ
シ
ア
高
官
は
米

政
府
が
制
裁
対
象
に
指
定
し

て
い
る
。

司
法
省
は
１
６
日
、
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
在
住
の
ロ
シ
ア
人

の
女
（
２
９
）
が
米
国
内
で

ス
パ
イ
活
動
を
し
た
疑
い
で

１
５
日
に
米
当
局
に
逮
捕
さ

れ
た
と
発
表
し
た
。

　

女
は
ロ
シ
ア
政
府
高
官
の

指
示
を
受
け
、
２
０
１
５
年

ご
ろ
か
ら
１
７
年
に
か
け
て

米
国
人
政
治
家
と
関
係
を
築

く
た
め
、
米
国
の
政
治
団
体

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

極
寄
り
の
コ
ー
ス
を
と
っ
て

お
り
、
太
平
洋
高
気
圧
が
勢

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
上
空

の
偏
西
風
が
平
年
よ
り
も
北

 ANO XXI  –  Nº 5041 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 18 DE JULHO DE 2018 R$ 4,00
Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE
RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL
TAKAO MIYAGUI



支
持
め
ぐ
り
政
党
が
内
部
分
裂

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
Ｇ

Ｆ
）
投
資
〃
と
呼
ば
れ
る
。

Ｇ
Ｆ
投
資
が
行
わ
れ
る
と
、

伯
国
内
で
の
生
産
、
供
給
網

を
通
じ
て
の
物
資
購
入
、
伯

人
雇
用
、
税
金
支
払
い
な
ど

が
行
わ
れ
る
た
め
、
投
資
に

よ
る
恩
恵
は
広
範
囲
に
い
き

わ
た
る
。
だ
が
、
Ｂ
Ｆ
投
資

は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

今
回
の
調
査
で
初
め
て
、

伯
国
政
府
は
「
中
国
投
資
」

の
現
状
を
詳
細
に
分
析
し
、

ど
の
分
野
を
中
心
に
中
国
マ

ネ
ー
が
入
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
Ｂ
Ｆ
方
式
な
の
か
、

Ｇ
Ｆ
方
式
な
の
か
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
手
に
し
た
。

　

Ｂ
Ｆ
が
全
体
の
ほ
ぼ
９
割

と
い
う
事
実
は
驚
き
を
持
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
中
国
投
資
実
現
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
都
度
、

中
伯
両
国
側
か
ら
、「
某
所

に
こ
う
し
た
設
備
を
新
た
に

建
設
し
て
云
々
」
と
か
「
伯

人
雇
用
市
場
に
も
好
影
響
」

　

８
月
半
ば
の
大
統
領
選
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
ま
で
約
１
カ
月
、
選
挙
選
に
出

馬
す
る
候
補
公
認
の
た
め
の
党
大
会
開
催
期
日
（
７
月
２
０
日
〜
８
月
５
日
）
も

迫
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
候
補
者
が
現
時
点
に
な
っ
て
も
い
ま
だ
に
副

候
補
も
連
立
政
党
も
決
ま
ら
な
い
異
例
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
１
７
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

旧
所
属
政
党
の
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
と
の
連
立

を
望
み
、
そ
れ
は
決
定
事
項

か
と
も
思
わ
れ
て
い
た
が
、

同
党
の
北
東
伯
支
部
が
ル
ー

ラ
氏
支
持
を
熱
望
し
て
、
党

が
二
分
し
て
い
る
。

　

シ
ロ
氏
に
は
さ
ら
に
、
テ

メ
ル
大
統
領
の
連
立
政
権
に

反
旗
を
翻
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
・

マ
イ
ア
下
院
議
長
を
頭
と
す

る
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、
進

歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）、
ブ
ラ
ジ
ル

共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）
ら
の
セ

ン
ト
ロ
ン
系
政
党
が
支
持
に

回
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て
も

い
る
が
、
こ
れ
も
ま
だ
曖
昧

な
ま
ま
だ
。
こ
う
い
う
状
況

ゆ
え
、
シ
ロ
氏
も
副
候
補
が

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

支
持
率
４
位
の
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
（
民
主

社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
、

中
道
右
派
勢
力
内
で
の
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
の
影
響
力
低
下
で
セ
ン

ト
ロ
ン
勢
力
を
失
う
危
険
性

が
あ
り
、
さ
ら
に
副
候
補
も

決
ま
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）、

ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党
（
Ｐ
Ｔ

　

テ
メ
ル
大
統
領
と
上
下
両

院
議
長
が
い
ず
れ
も
職
務
で

国
外
に
出
た
た
め
、
カ
ル
メ

ン
・
ル
シ
ア
最
高
裁
長
官
が

１
７
、１
８
日
に
大
統
領
代

行
を
務
め
る
。
同
長
官
の
大

統
領
職
代
行
は
３
度
目
だ
。

一
部
の
国
民
は
、
カ
ル
メ
ン

氏
が
最
高
裁
長
官
と
し
て
の

Ｂ
）、
社
会
大
衆
党
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
と
の
提
携
は
決
ま
っ
て

お
り
、
連
立
交
渉
が
最
も
進

ん
で
い
る
。

　

支
持
率
５
位
の
ア
ル
ヴ
ァ

ロ
・
ジ
ア
ス
氏
（
ポ
デ
モ
ス
）

は
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の
陣
営

の
一
部
が
副
候
補
と
し
て
同

氏
を
望
ん
で
い
る
と
の
説
が

あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
候

補
者
の
連
立
を
躊
躇
さ
せ
て

い
る
最
大
の
要
因
が
ル
ー
ラ

氏
の
存
在
だ
。
Ｐ
Ｒ
が
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
と
の
連
立
を
ま
と

め
き
れ
な
い
で
い
る
も
う
ひ

と
つ
の
理
由
が
、
同
党
元
党

首
で
ル
ー
ラ
政
権
時
に
副
大

統
領
を
務
め
た
故
ジ
ョ
ゼ
・

ア
レ
ン
カ
ー
ル
氏
の
息
子
の

ジ
ョ
ズ
エ
ー
・
ゴ
メ
ス
氏
を

ル
ー
ラ
氏
の
副
候
補
と
し
て

つ
け
た
い
と
す
る
勢
力
が
存

ど
の
候
補
も
副
候
補
未
定
？

と
い
っ
た
約
束
が
結
ば
れ
て

き
た
、
ま
た
、
そ
う
し
た
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
か

ら
だ
。

　

伯
国
を
襲
っ
た
不
況
に
よ

り
、
伯
国
企
業
が
外
国
資
本

に
と
っ
て
割
安
に
な
っ
た
た

め
、
中

国
資
本

の
流
れ

も
買
収

へ
と
傾

い

た
。

過

去

１
５
年

半
の
間

に
買
収

さ
れ
た

既
存
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
は

７
２
件

に
上
り
、

新
規
プ

ロ
ジ
ェ

で
、
残
る
４
８
０
億
ド
ル

（
８
８
・
９
％
）
は
、
〃
ブ
ラ

ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
Ｂ
Ｆ
）

投
資
〃
と
呼
ば
れ
る
手
法

だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
地
の

企
業
を
買
収
す
る
事
で
、
既

存
の
設
備
や
従
業
員
、
顧
客

を
利
用
す
る
投
資
方
式
だ
。

　

一
方
、
現
地
に
法
人
を
新

し
く
設
立
し
て
、
設
備
や
従

業
員
の
確
保
、
顧
客
開
拓
を

一
か
ら
行
う
投
資
手
法
は
〃

　

２
０
０
３
年
の
ル
ー
ラ
労

働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
政
権
発
足

か
ら
今
年
６
月
ま
で
の
１
５

年
半
で
、
中
国
か
ら
伯
国
に

投
入
さ
れ
た
総
額
５
４
０
億

ド
ル
の
投
資
の
内
、
新
規
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
は

１
１
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事

が
わ
か
っ
た
。
１
７
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

５
４
０
億
ド
ル
の

内
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
投
資
は
６
０
億
ド

ル
（
１
１
・
１
％
）
の
み

９
割
が
企
業
買
収
、新
規
は
１
割

６
州
で
積
荷
強
盗
団
を
摘
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
全
体
の
半
分

ク
ト
へ
の
資
本
参
加
は
２
９

件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
は
、
企
画

省
が
２
カ
月
お
き
に
発
表
し

て
い
る
中
国
投
資
に
関
す

る
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の

和
党
（
Ｐ
Ｒ
）
の
マ
グ
ノ
・

マ
ウ
タ
上
議
を
望
ん
で
い
る

が
、
同
氏
の
夫
人
が
強
硬
に

反
対
。
Ｐ
Ｒ
も
、
党
幹
部
は

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
の
連
立
を

望
ん
で
い
る
が
、
女
性
議
員

た
ち
は
同
氏
が
行
っ
て
き
た

極
右
主
義
的
、
か
つ
女
性
差

別
的
発
言
を
嫌
い
、
連
立
に

反
対
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ル
ー
ラ
氏
抜
き（
以
下
同
）

で
支
持
率
２
位
の
マ
リ
ー

ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
（
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｅ
）
も
小
政
党
所
属
で
、
現

状
で
は
連
立
の
あ
て
も
な

い
。
副
候
補
も
見
つ
か
っ
て

い
な
い
状
況
だ
。

　

最
も
動
向
が
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
、
現
在
３
位
の
シ

ロ
・
ゴ
メ
ス
氏
（
民
主
労
働

党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
だ
。
同
氏
は

聖市で行われた、中国の新年「春節」を祝う行事
（参考画像・Rovena Rosa / Agencia Brasil）

ルーラ氏釈放を望む抗議行動（GUSTAVO BEZERRA）

そ
の
背
後
に
ル
ー
ラ
の
存
在

在
す
る
た
め
だ
。

　

ま
た
、
独
自
候
補
を
出
し

て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
共
産
党

（
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｏ
Ｂ
）
や
社
会
主

義
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
ら

の
左
翼
政
党
も
、
Ｐ
Ｔ
の
出

方
次
第
で
は
自
候
補
を
取
り

下
げ
、
Ｐ
Ｔ
支
持
に
回
る
可

能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

業
務
を
遂
行
で
き
な
い
間
の

代
行
が
予
想
さ
れ
る
ト
フ
ォ

リ
副
長
官
が
、
逮
捕
中
の

ル
ー
ラ
元
大
統
領
を
釈
放
さ

せ
る
動
き
に
出
る
の
で
は
、

と
案
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
ト

フ
ォ
リ
氏
に
親
ル
ー
ラ
派
、

親
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
人
身
保
護
令
適
用
に
も

積
極
的
だ
っ
た
た
め
だ
が
、

今
回
は
ト
フ
ォ
リ
氏
も
国
外

に
お
り
、
最
高
裁
長
官
代
行

は
最
高
裁
長
老
の
セ
ウ
ソ
・

デ
・
メ
ロ
判
事
が
務
め
る
こ

と
に
。
今
回
は
、
一
瞬
の
隙

を
つ
い
た
政
治
ド
ラ
マ
は
起

こ
ら
な
さ
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
の
大
気
の
湿
度
が

１
６
日
に
２
１
％
（
一
部
で

は
１
８
％
）
ま
で
低
下
し
、

異
常
乾
燥
注
意
報
が
出
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
大
気
汚
染
の

悪
化
も
心
配
さ
れ
て
お
り
、

ド
ン
・
ペ
ド
ロ
公
園
（
セ
ン

ト
ロ
）、
イ
タ
イ
ン
・
パ
ウ

リ
ス
タ
（
東
部
）、コ
ン
ゴ
ー

ニ
ャ
ス
と
グ
ラ
ジ
ャ
ウ
ー

（
共
に
南
部
）
な
ど
が
、「
注

意
す
べ
き
地
域
」
に
指
定
さ

れ
た
。こ
う
し
た
状
況
だ
と
、

高
齢
者
や
子
ど
も
を
中
心

に
、
呼
吸
器
疾
患
や
心
臓
疾

患
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。

く
れ
ぐ
れ
も
水
分
補
強
な
ど

に
気
を
つ
け
て
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
が
１
カ
月
ぶ
り
に

再
開
す
る
。
第
１
３
節
は
今

日
と
明
日
行
わ
れ
、
今
日
は

コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
が
本
拠
地

で
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
と
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
が
敵
地
で
フ
ラ
メ
ン
ゴ

と
対
戦
。
明
日
は
サ
ン
ト
ス

と
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
と
の
ク
ラ

シ
コ
（
伝
統
カ
ー
ド
）
が
パ

カ
エ
ン
ブ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
る
。
聖
州
４
強
は

い
ず
れ
も
、
上
位
進
出
の
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
目
が
離

せ
な
い
。

　
【
既
報
関
連
】
カ
ル
メ
ン
・

ル
シ
ア
連
邦
最
高
裁
長
官
は

１
６
日
、
国
家
医
療
サ
ー
ビ

ス
監
督
庁
（
Ａ
Ｎ
Ｓ
）
が
６

月
２
８
日
に
出
し
た
、「
保

健
プ
ラ
ン
加
入
者
で
も
、
医

療
実
費
の
４
０
％
ま
で
を
支

払
う
義
務
が
発
生
し
う
る
」

こ
と
を
認
め
た
決
議
を
差
し

止
め
た
と
、
１
７
日
付
伯
字

各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ｓ
決
議
は
、
保
健
プ

ラ
ン
の
中
で
も
、
加
入
者
が

月
額
基
本
料
以
外
に
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
実
費
の
一
部
を

負
担
す
る
場
合
の
二
つ
の
方

式
、
コ
パ
ル
テ
ィ
シ
パ
ソ
ン

ま
た
は
フ
ラ
ン
キ
ア
に
つ
い

て
定
め
た
も
の
だ
っ
た
。

　

最
高
裁
は
現
在
休
廷
中

で
、
当
直
の
カ
ル
メ
ン
・
ル

シ
ア
長
官
が
、
伯
国
弁
護
士

会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
に
よ
る
、
Ａ

Ｎ
Ｓ
決
議
の
差
し
止
め
要
請

に
対
し
、
仮
処
分
を
出
す
形

で
応
じ
た
。
同
決
議
の
担
当

判
事
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
判

事
が
判
断
を
下
す
か
、
最
高

裁
大
法
廷
で
結
論
が
出
る
ま

で
、
カ
ル
メ
ン
長
官
の
仮
処

分
は
有
効
だ
。

　

Ａ
Ｎ
Ｓ
の
決
議
は
、
そ
れ

が
出
さ
れ
た
半
年
後
、
つ
ま

り
、
今
年
の
年
末
か
ら
、
し

か
も
新
規
契
約
に
の
み
有
効

と
な
る
予
定
だ
っ
た
。
同
決

議
に
は
、
保
健
プ
ラ
ン
各
利

用
者
の
自
己
負
担
額
が
月
額

基
本
料
金
を
超
え
て
は
い
け

な
い
（
月
額
上
限
）
こ
と

や
、
１
年
間
の
自
己
負
担
額

の
合
計
が
１
年
分
の
基
本
料

金
を
超
え
て
は
い
け
な
い
こ

と
（
年
額
上
限
）
も
定
め
ら

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
、

保
健
プ
ラ
ン
提
供
会
社
は
、

月
額
基
本
料
金
と
同
額
未
満

ま
で
は
、「
医
療
実
費
の
一

部
」
と
の
名
目
で
お
金
を
と

る
事
が
で
き
、
利
用
者
の
負

担
が
増
え
る
事
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
。

　

カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官

は
Ａ
Ｎ
Ｓ
決
議
差
し
止
め
に

際
し
、「
健
康
は
商
品
で
は

な
く
、
命
は
取
引
材
料
で
は

な
く
、
尊
厳
は
経
済
的
利
益

に
換
算
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

連
警
が
１
７
日
、
ア
ラ
ゴ

ア
ス
州
な
ど
で
積
荷
強
盗
な

ど
の
犯
罪
を
繰
り
返
し
て
い

た
グ
ル
ー
プ
を
摘
発
、
家

宅
捜
索
や
逮
捕
な
ど
、
計

１
８
２
件
の
令
状
を
執
行
し

た
と
１
７
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

ト
ラ
ン
ス
ボ
ル
ド
と
命
名

さ
れ
た
作
戦
は
、
ア
ラ
ゴ
ア

ス
州
と
聖
州
、
リ
オ
州
、
バ

イ
ア
州
、
セ
ア
ラ
ー
州
、
ペ

ル
ナ
ン
ブ
コ
州
の
６
州
で
展

開
さ
れ
、
逮
捕
令
状
７
２
件

と
家
宅
捜
索
令
状
１
０
７

件
、
盗
ま
れ
た
積
荷
を
受
け

取
り
、
売
り
捌
い
て
い
た
企

業
の
営
業
差
止
め
３
件
の
計

１
８
２
件
の
令
状
が
出
た
。

　

北
東
部
と
南
東
部
を
舞
台

に
活
動
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ

は
、
積
荷
を
盗
む
だ
け
で
な

く
、
車
両
の
改
造
、
保
険
会

社
へ
の
詐
欺
そ
の
他
の
犯
罪

を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。

　

犯
罪
者
達
は
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
も
取
り
込
ん
で
お
り
、

運
転
手
達
が
積
荷
強
盗
に
襲

わ
れ
た
ふ
り
を
し
て
い
る
間

に
仲
間
が
防
犯
ア
ラ
ー
ム
を

解
除
。
荷
物
を
他
の
場
所
に

持
ち
去
っ
た
後
に
、
運
転
手

が
警
察
に
被
害
届
を
出
す
と

い
う
形
で
積
荷
を
掠
め
取
っ

て
い
た
。
強
盗
が
狙
う
品
物

は
特
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
衣

類
や
電
化
製
品
、
食
料
品
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
商
品

が
狙
わ
れ
て
い
た
。

　

犯
罪
者
達
は
、
盗
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
を
改
造
し
て
警
察
の

目
を
く
ら
ま
し
た
上
、
盗
ん

だ
商
品
や
ト
ラ
ッ
ク
に
か
け

て
お
い
た
保
険
料
を
受
け
取

る
と
か
、
積
荷
を
業
者
に
売

り
渡
す
と
い
う
形
で
金
を
手

に
入
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
積
荷
を
買
い
取
っ

た
業
者
は
、
そ
れ
を
売
り
捌

く
事
に
よ
り
、
暴
利
を
得
た

い
た
と
い
う
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
被
害
額
は
、

積
荷
や
ト
ラ
ッ
ク
に
関
す
る

も
の
だ
け
で
８
６
０
万
レ
ア

ル
に
上
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

家
宅
捜
査
や
逮
捕
の
件
数

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
聖
州

の
家
宅
捜
索
４
８
件
、
逮

捕
３
２
件
だ
。
バ
イ
ア
州

は
３
７
件
と
２
５
件
、
ア

ラ
ゴ
ア
ス
州
は
１
８
件
と

１
１
件
、
リ
オ
州
は
２
件
ず

つ
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
と
セ

ア
ラ
ー
州
は
共
に
１
件
ず
つ

だ
っ
た
。

　

営
業
差
止
め
と
な
っ
た
企

業
は
、
ア
ラ
ゴ
ア
ス
州
南
部

の
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
ド
ス
・
カ

ン
ポ
ス
市
に
あ
り
、
盗
ま
れ

た
商
品
を
買
い
取
っ
て
は
売

り
捌
い
て
い
た
。

　

聖
州
で
は
、
容
疑
者
ら
を

逮
捕
す
る
時
に
、
武
器
や
車

両
、
現
金
な
ど
も
押
収
さ
れ

た
と
い
う
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
を
拠

点
と
す
る
大
型
犯
罪
組
織
、

州
都
第
一
コ
マ
ン
ド
（
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
が
、
通
信
抑
止
装
置
の

あ
る
刑
務
所
の
中
か
ら
も
、

携
帯
電
話
で
指
令
を
出
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

１
７
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
刑
務
所
運
営
局
や
聖

州
検
察
局
が
聖
州
プ
レ
ジ
デ

ン
テ
・
ヴ
ェ
ン
セ
ス
ラ
ウ

の
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ゾ
刑
務
所

で
行
っ
た
監
査
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ

準
幹
部
ら
が
外
部
に
送
ろ
う

と
し
て
用
意
し
た
が
、
発
覚

を
恐
れ
て
破
り
捨
て
た
メ
モ

が
発
見
さ
れ
て
始
ま
っ
た
エ

シ
ェ
レ
ン
作
戦
で
は
、
今

月
は
じ
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｃ
構
成
員

７
５
人
が
告
発
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
捜
査
の
過
程

で
、
通
信
防
止
装
置
の
あ
る

刑
務
所
の
中
か
ら
も
携
帯
電

話
で
指
令
を
出
し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
。
昨
年
の
場
合
、

１
４
州
の
刑
務
所
内
外
で
通

話
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
通
話
の

内
容
は
主
に
、
警
察
官
や
刑

務
所
職
員
ら
の
殺
害
計
画
や

密
輸
に
つ
い
て
の
話
だ
。

　

中
に
は
、
通
信
防
止
装
置

が
あ
り
、
外
部
と
連
絡
で
き

な
い
は
ず
の
聖
州
ヴ
ァ
ル
パ

ラ
イ
ゾ
刑
務
所
と
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
カ
ン
ポ
・
グ
ラ

ン
デ
の
連
邦
刑
務
所
か
ら
の

通
話
も
含
ま
れ
て
い
た
。
両

刑
務
所
は
共
に
、
収
容
許
容

人
数
の
２
倍
を
超
え
る
囚
人

が
収
容
さ
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ゾ
の
通
信

防
止
装
置
は
１
４
年
設
置
だ

が
、
通
信
技
術
の
進
歩
で
全

て
の
通
話
を
防
ぎ
き
れ
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
聖
州

刑
務
所
運
営
局
は
現
在
も
、

刑
務
所
内
で
の
携
帯
電
話
の

使
用
実
態
や
携
帯
電
話
が
持

ち
込
ま
れ
た
経
緯
な
ど
に
関

す
る
捜
査
を
進
め
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

7月17日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8423  R$
買　3.8406  R$

円相場
売　0.0340  R$
買　0.0340  R$

前代未聞の異例の混沌状態

　

現
在
逮
捕

中
の
ル
ー
ラ

元
大
統
領（
労

働
者
党
・
Ｐ

Ｔ
）
を
除
い

た
場
合
の
世

論
調
査
で
は

支
持
率
１
位

の
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
（
社

会
自
由
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
、

所
属
が
小
政

党
で
あ
る
上
、

大
型
政
党
と

の
連
立
が
ひ

と
つ
も
決

ま
っ
て
い
な

い
。
同
氏
は

副
候
補
に
共

先
月
末
の
Ａ
Ｎ
Ｓ
決
議
差
し
止
め

「
健
康
は
商
品
に
非
ず
」と
語
る

運
転
手
が
被
害
装
い
荷
を
流
す

大 統
領 選

中国投資

15
年
半
で
総
額
５
４
０
億
ド
ル

（２）２０１８年 第５０４１号 ７月 １８日 （水曜日）

カルメン長官

通
信
抑
止
の
刑
務
所
か
ら
命
令

恐
る
べ
き
携
帯
電
話
の
連
絡
網

Ｐ Ｃ Ｃ

だ
。
企
画
省
の
調
べ
に
よ

る
と
、
投
資
総
額
の
実
に

８
４
％
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
（
４
７
％
）、
石
油
、
天

然
ガ
ス
部
門
（
２
９
％
）、

鉱
物
採
掘
部
門
（
８
％
）
に

集
中
し
て
い
る
。

　

中
国
の
存
在
感
は

２
０
０
９
年
以
降
、
急
速
に

高
ま
っ
て
い
る
。
企
画
省
の

ジ
ョ
ル
ジ
・
ア
ル
バ
シ
ェ
国

際
部
長
も
、「
中
国
は
そ
の

豊
富
な
資
金
に
よ
り
、
伯
国

に
と
っ
て
最
大
の
投
資
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
っ
た
」と
語
る
。

　

在
伯
中
国
大
使
館
の
高
官

は
、「
現
時
点
で
は
確
か
に
、

Ｂ
Ｆ
方
式
で
の
投
資
額
の
方

が
Ｇ
Ｆ
よ
り
大
き
い
。だ
が
、

い
ま
少
し
辛
抱
し
て
ほ
し

い
。
Ｂ
Ｆ
増
加
に
引
っ
張
ら

れ
て
Ｇ
Ｆ
も
成
長
し
て
い
る

の
が
実
情
だ
か
ら
」
と
語
っ

て
い
る
。



子
ど
も
の
心
理
的
負
担
懸
念

遅
れ
に
つ
な
が
る
た
め
、
同

省
が
全
国
の
自
治
体
に
早
期

の
策
定
を
要
請
し
て
い
た
。

　

今
回
の
被
災
地
で
は
、
土

砂
崩
れ
や
川
の
氾
濫
で
多
く

の
死
者
が
出
た
愛
媛
県
の
宇

和
島
、
西
予
、
大
洲
の
３
市

は
処
理
計
画
を
作
っ
て
お
ら

ず
、
仮
置
き
場
の
選
定
や
他

部
署
と
の
連
携
に
時
間
が
か

か
る
な
ど
し
た
。
大
洲
市
の

担
当
者
は
「
事
前
に
策
定
し

て
い
れ
ば
、
被
災
直
後
や
被

災
後
１
週
間
の
段
階
ご
と

に
、
ど
の
よ
う
に
動
け
ば
い

い
か
想
定
で
き
た
」
と
振
り

返
る
。

　

広
島
県
の
呉
市
や
熊
野
町

な
ど
も
未
策
定
で
、
呉
市
の

担
当
者
は
「
計
画
が
あ
れ
ば

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
た
」
と
話
し
た
。

　

環
境
省
に
よ
る
と
、
全

国
で
処
理
計
画
策
定
済
み

が
２
４
％
に
と
ど
ま
る
の

は
、
災
害
対
応
の
経
験
が
あ

る
職
員
が
少
な
い
と
い
っ
た

理
由
だ
と
い
う
。
処
理
計
画

を
地
域
防
災
計
画
の
中
に
含

め
て
い
る
自
治
体
も
一
部
あ

　
【
共
同
】
西
日
本
を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
浸
水
や
校
舎
破
損
な
ど
の
被
害
が
出
た
小
中
学
校
が
１
８

道
府
県
で
２
７
０
校
に
上
る
こ
と
が
１
７
日
、文
部
科
学
省
の
集
計
で
分
か
っ
た
。
約
半
数
を
占
め
た
岡
山
、広
島
、

愛
媛
の
３
県
は
被
災
後
、
少
な
く
と
も
計
約
１
５
０
校
が
休
校
し
た
。
授
業
再
開
の
め
ど
が
立
た
ず
事
実
上
の
夏

休
み
に
入
る
学
校
も
あ
り
、
児
童
・
生
徒
の
心
理
的
負
担
や
学
習
面
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

１
８
道
府
県
で
浸
水
、
校
舎
破
損

閣
議
決
定
し
た
ば
か
り
で
、

前
倒
し
の
実
施
も
求
め
ら
れ

そ
う
だ
。

　

今
回
の
災
害
ご
み
の
量
は

数
十
万
〜
１
０
０
万
ト
ン
近

く
に
な
る
と
の
見
方
も
あ

り
、
近
年
の
豪
雨
災
害
で
は

最
大
規
模
に
な
る
見
通
し
。

　

計
画
は
災
害
ご
み
の
処
理

方
針
を
定
め
た
「
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
」。
自
治
体

が
仮
置
き
場
の
候
補
地
を
決

め
、
ご
み
の
収
集
運
搬
方
法

な
ど
を
盛
り
込
む
。
仮
置
き

場
の
確
保
な
ど
に
手
間
取
り

処
理
が
滞
れ
ば
生
活
再
建
の

　
【
共
同
】
西
日
本
豪
雨
の

被
災
地
で
、
自
治
体
が
災
害

ご
み
の
処
理
計
画
を
作
っ
て

い
な
い
た
め
、
仮
置
き
場
の

選
定
な
ど
ご
み
処
理
を
巡
り

初
動
が
遅
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
が
１
６
日
、
分
か
っ

た
。
全
国
の
市
区
町
村
の
う

ち
処
理
計
画
策
定
済
み
の

自
治
体
は
昨
年
３
月
時
点
で

２
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
環
境
省
の
調
査
で

判
明
。
政
府
は
今
年
６
月
、

２
０
２
５
年
度
の
策
定
率
を

６
０
％
に
引
き
上
げ
る
目
標

を
盛
り
込
ん
だ
基
本
計
画
を

全
体
量
、
近
年
最
大
規
模
か

３
５
校
、
愛
媛
３
１
校
だ
っ

た
。
台
風
や
局
地
的
な
大
雨

で
被
害
を
受
け
た
北
海
道
や

九
州
、
沖
縄
の
学
校
も
被
災

し
た
。

　

主
な
被
害
は
床
上
浸
水
の

ほ
か
、
校
舎
の
屋
根
や
ガ
ラ

ス
の
破
損
、
敷
地
斜
面
の
崩

壊
な
ど
だ
っ
た
。

　

各
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、

一
部
地
域
で
断
水
が
続
く
広

島
県
三
原
市
で
は
、
飲
料
水

が
確
保
で
き
ず
、
ト
イ
レ
も

流
せ
な
い
状
況
で
、
２
５
の

小
中
学
校
で
学
校
再
開
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
愛

豪雨、小中２７０校被災西日本豪雨

計
画
策
定
、
わ
ず
か
２
４
％

災
害
ご
み
処
理
、
初
動
に
遅
れ

新
設
「
公
共
」
で
体
験
型
授
業

領
土
、
日
本
の
正
当
性
強
調

文科省集計

就
活
前
倒
し
巡
り
綱
引
き

経
済
界
、
五
輪
影
響
も
指
摘
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を
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

バ
ー
ク
リ
ー
校
の
チ
ー
ム
が

１
７
日
ま
で
に
ま
と
め
た
。

日
本
の
北
海
道
や
栃
木
、
長

野
両
県
に
す
む
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
も
夜
行
性
に
追
い
や
ら

れ
て
い
た
。

　

世
界
各
地
で
コ
ヨ
ー
テ
や

ト
ラ
な
ど
哺
乳
類
６
２
種
の

活
動
パ
タ
ー
ン
を
調
べ
た
研

究
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、

人
の
活
動
が
盛
ん
な
場
所
で

は
夜
行
性
が
平
均
１
・
３
６

倍
に
強
ま
っ
て
い
た
。
活
動

が
昼
か
ら
夜
に
移
っ
た
場

合
、
餌
に
す
る
生
物
が
変
わ

り
生
態
系
に
影
響
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
チ
ー
ム
は
「
こ

の
ま
ま
で
は
環
境
に
適
応
で

き
ず
に
生
き
残
れ
な
い
動
物

が
出
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
懸

念
す
る
。

　

チ
ー
ム
は
無
人
カ
メ
ラ
や

小
型
発
信
器
を
使
っ
た
動
物

の
追
跡
デ
ー
タ
を
分
析
。
北

米
や
南
米
の
森
に
す
む
コ

ヨ
ー
テ
や
シ
カ
が
、
人
の
狩

猟
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
盛
ん
な

人
が
動
物
を
夜
に
追
い
や
る

世
界
の
哺
乳
類
、
日
本
で
も

類
が
夜
間
に
活
動
す
る
よ
う

に
な
る
現
象
が
世
界
中
で
起

き
て
い
る
と
す
る
研
究
結
果

　
【
共
同
】
狩
猟
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
の
人
間
活
動
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
哺
乳

消
費
者
教
育
の
重
要
性
に
も

言
及
し
た
。

　

日
本
史
と
世
界
史
の
縦
割

り
改
善
に
向
け
、
双
方
の
近

現
代
史
を
統
合
し
た
新
設
科

目
「
歴
史
総
合
」
で
は
「
中

国
の
開
港
と
日
本
の
開
国
」

な
ど
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
例

示
し
、
国
内
外
の
動
向
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
る
力
の
育

成
を
目
標
に
掲
げ
た
。

　

解
説
書
は
生
徒
に
教
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
学
習
内
容

な
ど
を
定
め
た
指
導
要
領
を

先
端
Ｉ
Ｔ
の
人
材
育
成
急
ぐ

大
手
電
機
で
大
幅
不
足

農
林
漁
業
、
中
小
に
支
援
策

西
日
本
豪
雨
で
首
相
表
明

府
県
に
通
知
し
て
い
た
こ
と

が
１
７
日
、
分
か
っ
た
。
加

藤
勝
信
厚
労
相
が
閣
議
後
の

記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し

た
。
通
知
は
６
日
付
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
児
相
の
権
限
や

責
務
を
明
確
化
す
る
こ
と
が

「
一
時
保
護
た
め
ら
わ
ず
に
」

厚
労
省
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
と
い

い
、
単
独
で
処
理
計
画
を
策

定
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
全

１
７
４
１
市
区
町
村
を
対
象

に
調
査
。
そ
の
結
果
、
策
定

済
み
は
４
１
２
自
治
体
だ
っ

た
。

　

ま
た
今
回
の
災
害
ご
み
の

量
に
つ
い
て
、
岡
山
県
倉
敷

市
は
７
万
〜
１
０
万
ト
ン
と

推
計
、
大
洲
市
の
担
当
者
は

「
５
万
ト
ン
に
達
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
話
す
。
ほ
か

多
く
の
自
治
体
が
推
計
作
業

中
だ
。
被
害
が
広
範
囲
に
及

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
１
４

年
に
広
島
市
で
発
生
し
た
土

砂
災
害
の
５
８
万
ト
ン
を
上

回
る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら

れ
る
。

詳
し
く
説
明
す
る
た
め
、
教

員
向
け
に
作
成
し
た
も
の

で
、
指
導
や
教
科
書
作
成
の

指
針
と
な
る
。

　

公
共
は
１
８
歳
以
上
へ
の

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
を
受

け
、
法
や
政
治
、
経
済
に

関
わ
る
幅
広
い
テ
ー
マ
を
扱

う
。
解
説
書
で
は
、
政
治

や
司
法
に
参
加
す
る
こ
と
の

意
義
を
学
ぶ
手
段
と
し
て
模

擬
裁
判
や
模
擬
選
挙
が
有
効

だ
と
説
い
た
。
消
費
者
教
育

の
一
環
と
し
て
、
法
テ
ラ
ス

地
域
で
夜
行
性
に
移
行
し
て

い
た
ほ
か
、
都
市
の
近
く
に

生
息
す
る
欧
州
の
イ
ノ
シ
シ

が
夜
に
多
く
活
動
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ

の
ヒ
ョ
ウ
や
ネ
パ
ー
ル
の
ト

ラ
、ア
ラ
ス
カ
の
ク
マ
な
ど
、

影
響
は
世
界
中
で
地
域
を
問

わ
ず
に
み
ら
れ
た
。

　

日
本
で
は
北
海
道
や
栃

木
、
長
野
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
を
調
べ
た
東
京
農
工
大
や

岐
阜
大
の
研
究
者
ら
に
よ
る

主
な
狙
い
で
、
有
識
者
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

昨
年
１
０
月
か
ら
議
論
を
続

け
て
い
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
虐

待
に
つ
い
て
「
対
応
が
後
手

に
回
る
こ
と
で
命
に
危
険
が

及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
」
と
明

記
し
、
児
相
に
積
極
的
な
対

応
を
求
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
児
相
が
子
ど
も

の
一
時
保
護
を
継
続
し
た
い

の
に
両
親
ら
が
同
意
し
な
い

場
合
は
、
そ
れ
自
体
が
危
険

性
が
高
い
状
況
と
し
て
「
解

除
に
は
特
に
慎
重
な
判
断
を

要
す
る
」
と
指
摘
。

　

一
時
保
護
し
た
子
ど
も
を

家
庭
に
帰
す
場
合
に
は
、
虐

待
が
再
び
発
生
す
る
恐
れ
が

な
い
か
を
確
認
し
、
保
護
者

へ
の
支
援
な
ど
の
計
画
を
十

分
に
立
て
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
を
巡
っ
て
は
今

年
３
月
、
両
親
か
ら
暴
行
を

受
け
た
り
、
十
分
な
食
事
を

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た

東
京
都
目
黒
区
の
船
戸
結
愛

ち
ゃ
ん
（
５
）
が
死
亡
し
た

事
件
が
発
覚
。
以
前
に
住
ん

で
い
た
香
川
県
の
児
相
は
２

回
に
わ
た
り
一
時
保
護
を
し

た
が
、
連
絡
を
受
け
て
い
た

転
居
先
の
東
京
都
の
児
相
は

結
愛
ち
ゃ
ん
と
接
触
が
で
き

ず
、
保
護
も
で
き
な
か
っ
た

問
題
が
判
明
し
て
い
る
。

　

政
府
は
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
は
別
に
、
結
愛
ち
ゃ

ん
の
事
件
を
踏
ま
え
た
緊
急

対
策
を
７
月
中
に
取
り
ま
と

め
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、

加
藤
氏
は
「
で
き
る
だ
け
早

期
に
行
い
た
い
」
と
し
た
。

　
【
共
同
】
文
部
科
学
省
は

１
７
日
、
２
０
２
２
年
度
の

新
入
生
か
ら
順
次
実
施
す
る

高
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領

の
解
説
書
を
公
表
し
た
。
公

民
の
新
設
科
目
「
公
共
」
で

は
、
主
権
者
と
し
て
必
要

な
資
質
を
育
む
た
め
、
模
擬

選
挙
な
ど
の
体
験
型
授
業
を

要
請
。
領
土
に
関
し
て
は
北

方
領
土
や
竹
島
（
島
根
県
）、

尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
）
に
対

す
る
日
本
政
府
の
立
場
の
正

当
性
を
教
え
る
よ
う
求
め
、

ば
現
在
の
２
年
生
が
対
象
と

な
る
。

　

一
方
、
全
国
の
私
立
大
学

で
構
成
す
る
日
本
私
立
大
学

団
体
連
合
会
（
東
京
）
の
担

当
者
は
「
大
規
模
施
設
が
使

え
な
く
て
も
中
小
施
設
に
分

散
す
れ
ば
対
応
で
き
る
。
五

輪
開
催
期
間
に
就
活
は
ヤ
マ

場
を
越
え
て
お
り
、
五
輪
を

理
由
と
し
た
前
倒
し
は
容
認

で
き
な
い
」
と
主
張
す
る
。

　

採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

谷
出
正
直
氏
は
「
３
年
生
以

下
が
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
は
夏

休
み
が
中
心
で
、
開
催
期
間

中
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
り
に
く
く
な
る
可
能
性

も
あ
る
」と
指
摘
し
て
い
る
。

　

現
行
の
日
程
は
、
安
倍
政

権
の
働
き
掛
け
で
従
来
の
４

月
の
面
接
解
禁
を
遅
ら
せ
た

経
緯
が
あ
る
。
こ
の
た
め
政

府
も
前
倒
し
を
含
む
見
直
し

に
慎
重
な
姿
勢
だ
。

　

２
０
年
東
京
五
輪
は
７
月

２
４
日
〜
８
月
９
日
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
８
月
２
５
日

〜
９
月
６
日
に
開
か
れ
る
。

た
農
林
漁
業
者
や
中
小
企

業
向
け
支
援
策
の
第
１
弾
を

ま
と
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
農
林
漁
業
者
向
け
災

タ
な
ど
に
精
通
し
た
技
術
者

の
育
成
を
急
い
で
い
る
。
こ

う
し
た
先
端
Ｉ
Ｔ
に
習
熟
し

た
人
材
が
大
幅
に
不
足
し
て

お
り
、
外
部
か
ら
の
採
用
だ

け
で
は
追
い
付
か
な
い
た
め

だ
。

　

日
立
製
作
所
は
グ
ル
ー
プ

の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備

し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解

析
す
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
」
を
、
現
在
の

７
０
０
人
か
ら
２
０
２
１

年
度
ま
で
に
３
千
人
に
増
や

す
方
針
だ
。
主
力
事
業
で
あ

る
鉄
道
な
ど
の
運
用
技
術
の

ほ
か
、
Ａ
Ｉ
の
要
件
も
加
え

た
独
自
の
認
定
制
度
を
設
け

る
。

　

日
立
は
、
高
度
な
デ
ー
タ

分
析
に
よ
る
消
費
者
の
需
要

予
測
や
生
産
現
場
の
課
題
解

決
と
い
っ
た
提
案
型
サ
ー
ビ

ス
を
強
化
し
て
い
る
。

　

富
士
通
も
社
内
教
育
を
強

化
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
の
専
門

技
術
者
を
１
８
年
度
中
に

１
５
０
０
人
に
拡
充
す
る
。

約
２
年
前
は
７
０
０
人
だ
っ

た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
２
０
年
度
ま
で

に
Ａ
Ｉ
に
関
わ
る
中
核
的
な

人
材
を
現
在
の
約
１
・
４
倍

の
千
人
に
増
や
す
。
若
手
も

活
躍
で
き
る
研
究
拠
点
を
米

国
に
設
置
し
た
。
新
野
隆
社

長
は
「（
研
究
を
）
事
業
化

や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）、ビ
ッ
グ
デ
ー

や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
提

供
し
て
い
る
被
害
事
例
を
学

ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
し

た
。

　
「
世
論
の
形
成
に
対
す
る

会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
の
働
き
」
や
「
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
が
労
働
市
場
に

及
ぼ
す
影
響
」
な
ど
も
内
容

に
加
え
た
。
現
代
社
会
の
課

題
を
学
ぶ
た
め
各
種
統
計
や

新
聞
を
教
材
に
活
用
す
る
こ

と
も
有
用
だ
と
し
た
。

　

北
方
領
土
と
竹
島
で
「
未

解
決
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
」
と
し
「
わ
が
国
の
立
場

が
歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も

正
当
で
、
平
和
的
な
手
段
に

よ
る
解
決
に
向
け
努
力
し
て

い
る
」
と
強
調
。
尖
閣
諸
島

媛
県
で
は
大
洲
市
の
小
中
４

校
が
浸
水
。
西
予
市
立
中
で

で
き
る
会
社
と
い
う
こ
と
を

見
せ
て
い
き
た
い
」
と
人
材

育
成
を
加
速
さ
せ
る
考
え

だ
。

　

７
月
か
ら
は
ソ
ニ
ー
が
ロ

ボ
ッ
ト
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
大
阪
大
の
石
黒
浩
教
授

を
非
常
勤
研
究
員
に
招
請
。

東
芝
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
強
化
を
目
的

に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
幹
部
を

招
く
な
ど
人
材
の
争
奪
戦
も

激
し
い
。
電
機
メ
ー
カ
ー

関
係
者
は
「
Ａ
Ｉ
な
ど
は
自

動
車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
業
態
が
強
化
し
て
お

り
、
簡
単
に
は
優
秀
な
人
材

を
獲
得
で
き
な
い
」と
嘆
く
。

　

経
済
産
業
省
は
、
国
内
の

先
端
Ｉ
Ｔ
人
材
が
１
８
年

時
点
で
約
３
万
２
千
人
不

足
し
て
い
る
と
推
計
し
た
。

２
０
年
に
は
不
足
数
が
約

４
万
８
千
人
に
拡
大
す
る
と

い
う
。

　

Ｉ
Ｔ
大
手
ワ
ー
ク
ス
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
東

京
）
の
牧
野
正
幸
最
高
経
営

責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
「
日

本
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
人
材
数
は
世
界
の
上

位
１
０
位
に
入
れ
な
い
」
と

警
告
。
大
学
と
企
業
が
連
携

し
た
育
成
が
急
務
だ
と
訴
え

る
。

大
学
側
と
、
議
論
が
か
み
合

わ
な
い
。

　

経
団
連
の
採
用
選
考
に
関

す
る
指
針
で
は
、
会
社
説
明

会
が
３
月
１
日
、
面
接
や

筆
記
試
験
な
ど
の
選
考
活
動

は
６
月
１
日
、
正
式
内
定
は

１
０
月
１
日
の
解
禁
と
定
め

る
。
１
９
年
ま
で
は
４
年
連

続
で
現
行
日
程
の
適
用
が
決

ま
っ
て
い
る
。
経
団
連
は
、

そ
の
後
の
日
程
を
ど
う
す
る

か
の
結
論
を
今
秋
に
出
す
予

定
だ
。

　

経
団
連
は
３
月
、
会
社
説

明
会
を
開
く
大
規
模
施
設
が

五
輪
絡
み
で
占
有
さ
れ
る

な
ど
例
年
と
違
う
事
情
が
あ

り
、
２
０
年
日
程
の
見
直
し

を
検
討
す
る
と
表
明
。
現
在

は
６
月
の
面
接
解
禁
を
３
月

か
４
月
に
す
る
案
や
、
通

年
採
用
の
拡
大
を
背
景
に
指

針
そ
の
も
の
を
な
く
す
案
な

ど
、
た
た
き
台
を
明
ら
か
に

し
た
。
日
程
が
新
し
く
な
れ

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
あ
る
年
の
大
学
生
の
就
職

活
動
を
巡
り
、
経
済
界
と
大

学
側
の
日
程
の
綱
引
き
が
活

発
に
な
っ
て
き
た
。
経
団
連

は
、
人
材
の
早
期
獲
得
を
焦

る
企
業
の
意
向
を
背
景
に
前

倒
し
を
模
索
。
五
輪
で
大
規

模
施
設
が
使
え
な
い
と
も
指

摘
す
る
が
「
学
業
が
お
ろ
そ

か
に
な
る
」
と
け
ん
制
す
る

徳
島
の
ハ
モ
、

京
都
祇
園
祭
へ

夏
の
味
、
水
揚
げ
最
盛
期

は
裏
山
が
崩
落
し
て
大
量
の

土
砂
が
校
舎
に
流
入
し
た
た

め
、
安
全
が
確
保
で
き
な
い

と
し
て
長
期
間
校
舎
が
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
。

　

川
の
堤
防
決
壊
で
大
規
模

な
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
岡
山

県
倉
敷
市
真
備
町
地
区
で

は
、
市
立
小
中
計
４
校
で
校

舎
２
階
ま
で
泥
水
が
押
し
寄

せ
た
。
同
市
で
は
２
０
日
か

ら
夏
休
み
の
予
定
だ
が
、
再

開
が
見
込
め
な
い
な
ど
と
し

て
、
こ
の
４
校
を
含
む
同
地

区
の
小
中
８
校
全
て
が
既
に

事
実
上
の
夏
休
み
に
入
っ
た
。

　

避
難
生
活
を
続
け
る
児

害
関
連
融
資
の
５
年
間
の
無

利
子
化
や
、
中
小
企
業
の
債

務
返
済
猶
予
な
ど
が
柱
と
な

る
。

　

首
相
は
「
被
災
さ
れ
た
農

林
漁
業
者
、
中
小
事
業
者
の

不
安
を
解
消
し
、
経
営
再
開

に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
政
府

と
し
て
全
力
で
支
援
す
る
」

と
強
調
。
追
加
対
策
を
速
や

か
に
検
討
す
る
よ
う
、
関
係

省
庁
に
指
示
し
た
。

　

支
援
策
第
１
弾
の
農
林
漁

業
者
向
け
で
は
、
農
地
や
水

路
の
早
期
復
旧
と
農
業
共
済

金
の
早
期
支
払
い
、
農
機
の

導
入
支
援
な
ど
も
挙
げ
た
。

中
小
企
業
向
け
で
は
、
小
規

模
企
業
共
済
の
契
約
者
へ
の

貸
し
付
け
拡
充
と
い
っ
た
支

援
策
を
強
化
し
、
各
社
に
政

府
職
員
を
割
り
当
て
る
こ
と

で
、
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
復
旧
作
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
行
政
職
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に
謝
意

を
示
し
た
上
で
「
く
れ
ぐ
れ

も
熱
中
症
に
十
分
注
意
し
、

活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　

一
方
、
菅
義
偉
官
房
長

官
は
記
者
会
見
で
、
農
林

水
産
関
連
の
被
害
額
が
計

４
８
１
億
円
に
達
し
、
さ
ら

に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
説

明
。
被
災
地
支
援
で
は
「
学

校
な
ど
の
避
難
所
だ
け
で
な

く
、
在
宅
避
難
を
続
け
て
い

る
被
災
者
も
自
治
体
と
連
携

し
支
援
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

は
「
解
決
す
べ
き
領
有
権
の

問
題
は
存
在
し
て
い
な
い
」

と
説
明
し
、
い
ず
れ
も
日
本

政
府
の
主
張
を
理
解
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
。

　

歴
史
総
合
で
も
、
北
方
領

土
が
一
貫
し
て
日
本
の
領
土

と
し
て
国
境
設
定
が
な
さ
れ

て
き
た
こ
と
や
、
竹
島
と
尖

閣
諸
島
が
国
際
法
上
正
当
な

根
拠
に
基
づ
き
日
本
の
領
土

追
跡
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
た
。

　

か
つ
て
哺
乳
類
は
恐
竜
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
夜
間
に
活

動
し
て
い
た
と
の
説
が
あ

る
。チ
ー
ム
の
ケ
イ
ト
リ
ン
・

ゲ
イ
ナ
ー
さ
ん
は
「
今
で
は

人
間
が
か
つ
て
の
恐
竜
の
よ

う
に
、
他
の
動
物
に
脅
威
を

与
え
る
存
在
に
な
っ
た
よ
う

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　

人
の
活
動
が
強
い
場
所
と

弱
い
場
所
で
、
同
じ
種
の
昼

と
夜
の
活
動
時
間
を
調
べ

童
、
生
徒
も
お
り
、
同
市
教

委
に
よ
る
と
、
避
難
所
を
巡

回
し
た
教
員
に
、
不
安
か
ら

か
抱
き
つ
い
て
き
た
児
童
も

い
た
。
市
立
中
２
年
の
女
子

生
徒
（
１
３
）
は
「
学
校
に

行
け
な
い
の
は
シ
ョ
ッ
ク
。
制

服
も
勉
強
道
具
も
水
に
漬

か
っ
た
。
部
活
の
大
切
な
試

合
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
悲
し

い
」
と
語
っ
た
。

　

市
教
委
の
担
当
者
は
「
心

理
的
負
担
解
消
の
た
め
に
も

子
ど
も
た
ち
が
集
う
機
会
を

設
け
た
い
が
、
現
状
は
安
否

確
認
も
ま
ま
な
ら
ず
難
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
６
日
、
官
邸
で
開
い
た

西
日
本
豪
雨
の
非
常
災
害
対

策
本
部
会
議
で
、
被
災
し

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
が
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
疑
い
の

あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
児
童

相
談
所
の
一
時
保
護
に
つ
い

て
「
必
要
な
場
面
で
あ
れ
ば

ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
行
う
べ
き

だ
」
な
ど
と
定
め
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ま
と
め
、
各
都
道

　
【
共
同
】
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
が
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

校舎が浸水し休校が続く倉敷市立真備東中。被災ごみが山積みになっていた
＝１７日午前８時１７分、岡山県倉敷市真備町地区（共同）

１
０
３
校
。
道
府
県
別
で
最

も
多
い
の
は
岡
山
で
５
３
校
。

次
い
で
広
島
３
９
校
、
京
都

　

文
科
省
に
よ
る
と
、
１
６

日
時
点
で
、
被
災
し
た
の
は

小
学
校
１
６
７
校
、
中
学
校

西日本豪雨の非常災害対策本部会議で発言する安倍首相＝１６
日午前、首相官邸（共同）

な
ど
関
西
の
夏
に
欠
か
せ
な

い
味
覚
で
、
漁
協
の
職
員
た

ち
が
出
荷
作
業
に
追
わ
れ
て

い
る
。

　

小
松
島
漁
協
で
は
１
３

日
、
手
袋
を
し
た
職
員
が
、

鋭
い
歯
と
強
い
顎
を
持
つ
ハ

に
編
入
さ
れ
た
経
緯
を
取
り

上
げ
る
よ
う
求
め
た
。

　

ま
た
文
科
省
は
同
日
、

１
９
年
度
か
ら
実
施
す
る
次

期
高
校
指
導
要
領
の
移
行
措

置
で
、
領
土
や
消
費
者
教
育

に
関
す
る
改
定
内
容
を
前
倒

し
で
適
用
す
る
と
発
表
し

た
。

た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、

強
い
場
所
で
は
動
物
が
１
・

３
６
倍
長
く
夜
間
に
活
動
し

て
い
る
と
の
結
果
が
出
た
。

チ
ー
ム
は
昼
夜
半
々
で
活
動

し
て
い
た
種
が
夜
に
６
８
％

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

に
相
当
す
る
と
説
明
し
て
い

る
。

　

研
究
結
果
は
米
科
学
誌
サ

イ
エ
ン
ス
に
発
表
し
た
。

モ
を
手
づ
か
み
し
選
別
。
大

き
い
も
の
は
１
メ
ー
ト
ル
超

に
達
し
、
か
ご
の
中
で
跳
ね

て
い
た
。

　

ハ
モ
は
「
梅
雨
の
雨
を
飲

ん
で
脂
が
乗
る
」と
言
わ
れ
、

祇
園
祭
の
こ
ろ
に
料
亭
な
ど

　
【
共
同
】
徳
島
県
小
松
島

市
で
、
ハ
モ
の
水
揚
げ
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
京
都

の
祇
園
祭
や
大
阪
の
天
神
祭

で
味
わ
う
こ
と
か
ら
、
祇
園

祭
は
「
ハ
モ
祭
り
」
と
も
呼

ば
れ
る
。

　

徳
島
県
沖
の
紀
伊
水
道
は

吉
野
川
か
ら
良
質
な
泥
が
流

れ
込
み
、
泥
場
に
巣
穴
を
作

る
ハ
モ
の
生
息
に
適
し
た
全

国
有
数
の
漁
場
だ
。
漁
協
の

松
根
政
弘
さ
ん
（
３
９
）
は

「
湯
引
い
て
梅
肉
と
一
緒
で

も
、
天
ぷ
ら
や
か
ば
焼
き
で

も
お
い
し
い
。
ハ
モ
で
ス
タ

ミ
ナ
を
つ
け
て
、
暑
い
夏
を

乗
り
切
っ
て
」
と
話
し
た
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
ラ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
で
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
務つ

と

め
る
ロ
ベ
ル
ト
・
マ
ク

ス
ウ
ェ
ル
さ
ん
が
勧す

す

め
る
観か

ん

光こ
う

地ち

の
一ひ

と

つ
は
佐さ

渡ど
が

島し
ま

。
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
際さ

い

、
南な

ん

米べ
い

ツ
ア
ー
で
来ら

い

伯は
く

し
た
太た

い

鼓こ

グ
ル
ー
プ
「
鼓こ

　
い
よ
い
よ
本ほ

ん

日じ
つ

１
８
日に

ち

、
眞ま

子こ

さ
ま
が
リ
オ
に
ご
到と

う

着ち
ゃ
くさ
れ
る
。
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

に
は
三み

笠か
さ
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

以い

来ら
い

、
６
０

年ね
ん

振ぶ

り
と
な
る
ノ
ロ
エ
ス
テ
ご
訪ほ

う

問も
ん

が
予よ

定て
い

さ
れ
て
お
り
、
２
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うに
は
皇こ

う

室し
つ

と
し
て
は
初は

じ

め
て
カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア

市し

の
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
も
足あ

し

を
運は

こ

ば
れ
る
。
そ
れ
を
受う

け
、
眞ま

子こ

さ
ま
を
歓か

ん

迎げ
い

す
る
た
め
村む

ら

総そ
う

出で

で
準

じ
ゅ
ん

備び

が
進す

す

め
ら
れ
て

い
る
。
７
日か

、
一ひ

と

足あ
し

先さ
き

に
現げ

ん

地ち

を
取し

ゅ

材ざ
い

し
、
村そ

ん

民み
ん

に
眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん
へ
の
期き

待た
い

の
声こ

え

を
聞き

い
た
。

童ど
う

」
を
は
じ
め
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

が

豊ほ
う

富ふ

な
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
背は

い

景け
い

に
あ
る
島し

ま

の
歴れ

き

史し

も
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
と
い
う
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

よ
り

も
日に

本ほ
ん

に
つ
い
て
詳く

わ

し
そ
う
な

ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
、

１
０
人に

ん

ま
で
の
小し

ょ
う

グ
ル
ー
プ

に
限げ

ん

定て
い

し
て
い
る
。
大お

お

き
く

な
る
と
収

し
ゅ
う
し
ゅ
う集が
付つ

か
ず
、「
良よ

い
ガ
イ
ド
」
が
で
き
な
い
と

か
。
次つ

ぎ

の
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

で
は
Ｔ

ａ
ｂ
ｉ
ｊ
ｉ
を
利り

用よ
う

し
て
み

集し
ゅ
う

団だ
ん

地ち

と
し
て
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た

平ひ
ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

。
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くわ
ず
か

半は
ん

年と
し

で
８
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うも
の
マ

ラ
リ
ア
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
荼だ

毘び

に
附ふ

す
と
い
う
、
移い

民み
ん

史し

上じ
ょ
う

最も
っ
とも

悲ひ

惨さ
ん

な
一い

っ

項こ
う

を
記し

る

す
こ
と
と
な

っ
た
地ち

だ
。

　

血ち

と
涙な

み
だの
滲に

じ

む
献け

ん

身し
ん

的て
き

な

開か
い

拓た
く

事じ

業ぎ
ょ
うの
末す

え

、
最さ

い

盛せ
い

期き

に

は
４
０
０
世せ

帯た
い

を
越こ

え
、
一い

ち

時じ

は
ノ
ロ
エ
ス
テ
線せ

ん

開か
い

拓た
く

の
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

と
な
っ
た
。
今い

ま

で
は
わ

ず
か
９
世せ

帯た
い

ほ
ど
だ
が
、
団だ

ん

結け
つ

し
て
村む

ら

を
守ま

も

り
、
眞ま

子こ

さ

ま
を
お
迎む

か

え
す
べ
く
、
会か

い

館か
ん

内な
い

改か
い

装そ
う

や
、
記き

念ね
ん

碑ひ

建こ
ん

立り
ゅ
うな

ど
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
い
る
。

　

運う
ん

平ぺ
い

と
と
も
に
初し

ょ

期き

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
父ち

ち

を
持も

つ
、
川か

わ

上か
み

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
二に

世せ
い

、
８
６
）
は

「
父ち

ち

は
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
問と

わ
ず
働は

た
ら
い

た
。
マ
ラ
リ
ア
に
３
度ど

も
襲お

そ

わ
れ
、
震ふ

る

え
が
余あ

ま

り
に
も
酷ひ

ど

く
ミ
シ
ン
に
手て

を
乗の

せ
て
も

ガ
タ
ガ
タ
と
震ふ

る

え
て
い
た
姿

す
が
た

は
、
そ
れ
は
恐お

そ

ろ
し
い
も
の
だ

っ
た
」
と
忌い

ま
わ
し
い
記き

憶お
く

を
辿た

ど
っ
た
。

　
「
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うは
日に

ち

語ご

も
禁き

ん

止し

さ
れ
、
と
も
か
く
恐お

そ

ろ
し
か
っ

た
。
辛つ

ら

い
こ
と
も
沢た

く

山さ
ん

あ
っ
た

け
れ
ど
、
皆み

な

一い
っ

緒し
ょ

だ
っ
た
の
で

苦く

労ろ
う

と
は
思お

も

わ
な
か
っ
た
わ
」

と
振ふ

り

返か
え

り
つ
つ
、「
ま
さ
か
皇こ

う

族ぞ
く

の
方か

た

に
こ
こ
ま
で
来き

て
頂い

た
だけ

る
な
ん
て
。
夢ゆ

め

に
も
思お

も

わ
な

か
っ
た
わ
」
と
と
び
き
り
の
笑え

顔が
お

を
浮う

か
べ
た
。

　

村む
ら

で
最さ

い

高こ
う

齢れ
い

の
鈴す

ず

木き

和か
ず

字じ

さ
ん
（
宮み

や

城ぎ

県け
ん

、
８
８
）

と
姪め

い

・
重し

げ

松ま
つ

美み

喜き

枝え

さ
ん

（
７
０
、
二に

世せ
い

）
も
、「
こ
ん

な
田

い
な
か

舎
に
ま
で
来き

て
頂い

た
だ
け
る

な
ん
て
…
、
皆み

な

と
て
も
楽た

の

し

み
に
し
て
い
ま
す
よ
」
と
喜

よ
ろ
こ

び
の
余あ

ま

り
言こ

と

葉ば

を
つ
ま
ら
せ
て

い
た
。

　

同ど
う

地ち

西に
し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

の
護ご

持じ

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る
森も

り

部べ

澄す

美み

　

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

（
ア
リ
ア

ン
サ
、
大お

お

城し
ろ

幸ゆ
き

雄お

理り

事じ

長ち
ょ
う

）

は
、
同ど

う

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー
で
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

旅り
ょ

行こ
う

ガ
イ
ド
の
ロ
ベ
ル
ト
・
マ
ッ

ク
ス
ウ
ェ
ル
さ
ん
（
４
３
）

に
よ
る
講こ

う

演え
ん

会か
い

『
次つ

ぎ

の
到と

う

着ち
ゃ
く

地ち

―
日ひ

出い

づ
る
地ち

へ
の

旅り
ょ

行こ
う

ア
ド
バ
イ
ス
』
を
２
６

日に
ち

午ご
ご後
に
開か

い

催さ
い

し
、
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

を
考か

ん
が

え
て
い
る
日に

ち

語ご

学が
く

習
し
ゅ
う

者し
ゃ

な
ど
約や

く

５
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ

た
。

　

ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
は
自じ

己こ

紹
し
ょ
う

介か
い

後ご

、
訪ほ

う

日に
ち

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

数す
う

の

推す
い

移い

な
ど
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
ロ

ベ
ル
ト
さ
ん
に
よ
る
と
、
訪ほ

う

日に
ち

旅り
ょ

行こ
う

者し
ゃ

数す
う

は
震し

ん

災さ
い

後ご

に
激げ

き

減げ
ん

し
た
。
し
か
し
そ
の
後ご

は

増ぞ
う

加か

に
転て

ん

じ
、
昨さ

く

年ね
ん

は
約や

く

２
８
７
０
万ま

ん

人に
ん

を
記き

録ろ
く

し

た
。
そ
の
内う

ち

３
万ま

ん

人に
ん

が
伯は

く

人じ
ん

子こ

（
７
９
、
二に

世せ
い

）
さ
ん
は

「
子こ

や
孫ま

ご

が
暮く

ら
せ
る
よ
う
、

先せ
ん

人じ
ん

は
夜よ

る

は
月つ

き

明あ

か
り
の
中な

か

で
汗あ

せ

を
拭ぬ

ぐ
っ
て
働は

た
らい
て
こ
ら
れ

た
。
そ
の
先せ

ん

祖ぞ

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を

忘わ
す

れ
て
は
い
け
な
い
と
子こ

や

孫ま
ご

に
言い

い
聞き

か
せ
て
き
た
ん

で
す
よ
」
と
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

へ
の
思お

も

い

を
語か

た

る
。

　
「
ご
訪ほ

う

問も
ん

頂い
た
だけ
る
な
ん
て
も

っ
た
い
な
い
こ
と
。
当と

う

日じ
つ

が
待ま

ち
遠ど

お

し
く
て
夜よ

る

も
眠ね

む

れ
ま
せ

ん
」
と
半な

か

ば
興こ

う

奮ふ
ん

ぎ
み
。
森も

り

部べ

さ
ん
の
孫ま

ご

は
、
眞ま

子こ

さ
ま

が
献け

ん

花か

さ
れ
る
花は

な

束た
ば

を
お
渡わ

た

し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
同ど

う

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

の

会か
い

館か
ん

ほ
か
、
初し

ょ

期き

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

が
米こ

め

作さ
く

の
た
め
に
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

を
構か

ま

え
、
マ
ラ
リ
ア
で
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
斃た

お

と
の
こ
と
だ
。

　

講こ
う

演え
ん

で
は
「
な
ぜ
今い

ま

、
日に

本ほ
ん

を
旅り

ょ

行こ
う

す
る
か
？
」、「
魅み

力り
ょ
く

的て
き

な
観か

ん

光こ
う

地ち

」、「
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

で
な
に
が
考か

ん
が

え
ら
れ
る

か
」
な
ど
と
各か

く

項こ
う

目も
く

に
分わ

け

て
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

の
魅み

力り
ょ
くを
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
日に

本ほ
ん

の
治ち

安あ
ん

の
良よ

さ

や
見み

所ど
こ
ろの
観か

ん

光こ
う

地ち

な
ど
、
ロ

ベ
ル
ト
さ
ん
が
笑わ

ら

い
話ば

な
し

を
交ま

じ

え
な
が
ら
語か

た

る
体た

い

験け
ん

談だ
ん

に
、

　

米べ
い

国こ
く

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
全ぜ

ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

に
よ
る
ウ
ェ

ブ
事じ

業ぎ
ょ
う「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー・ニ
ッ

ケ
イ
」
が
、
個こ

人じ
ん

の
体た

い

験け
ん

談だ
ん

を
綴つ

づ

る
『
ニ
ッ
ケ
イ
物も

の

語が
た
り』
の

投と
う

稿こ
う

を
募ぼ

集し
ゅ
う
し
て
い
る
。
第だ

い

７
回か

い

目め

と
な
る
今こ

年と
し

の
テ
ー

マ
は
「
ニ
ッ
ケ
イ
・
ル
ー
ツ:

私わ
た
した
ち
の
文ぶ

ん

化か

の
足そ

く
」

跡せ
き

を
た

ど
る
」。

　

同ど
う

事じ

業ぎ
ょ
うは
各か

っ

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の

文ぶ
ん

化か

や
歴れ

き

史し

、
経け

い

験け
ん

な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
相そ

う

互ご

共
き
ょ
う

有ゆ
う

し
、
つ
な
が
り
を
深ふ

か

め
る

こ
と
が
目も

く

的て
き

。
今こ

ん

回か
い

の
ニ
ッ

ケ
イ
物も

の

語が
た
りで
は
、
ニ
ッ
ケ
イ
の

ル
ー
ツ
に
ま
つ
わ
る
執し

っ

筆ぴ
つ

者し
ゃ

の

視し

点て
ん

や
経け

い

験け
ん

に
つ
い
て
、
体た

い

験け
ん

談だ
ん

や
エ
ッ
セ
イ
、
回か

い

想そ
う

記き

、

論ろ
ん

文ぶ
ん

、
そ
の
他た

散さ
ん

文ぶ
ん

な
ど
を

募ぼ

集し
ゅ
うす
る
。

　

ポ
語ご

の
場ば

合あ
い

は
６
０
０

～
１
５
０
０
語ご

以い

内な
い

、
日に

ち

は
９
月が

つ

３
０
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

（
太た

い

平へ
い

洋よ
う

夏な
つ

時じ

間か
ん

）。
メ
ー

　
『
水み

ず

野の

龍り
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
父ち

ち

と
そ
の
笠か

さ

戸と

丸ま
る

航こ
う

海か
い

日に
っ

誌し

』
展て

ん

が
１
７
日に

ち

か
ら
、

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ク
リ
チ
バ
市し

の
州

し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

局き
ょ
くホ
ー
ル
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
、

R
ua ﾉ

bano Pereira, 
2

4
0

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
る
。

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う、

１
０
月が

つ

５
日か

ま
で
。

　

航こ
う

海か
い

日に
っ

誌し

や
当と

う

時じ

の
様よ

う

子す

を
説せ

つ

明め
い

し
た
バ
ナ
ー
な
ど
、

展て
ん

示じ

品ひ
ん

は
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

ほ
か
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

か

ら
。

　

開か
い

館か
ん

時じ

間か
ん

は
平へ

い

日じ
つ

の
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

か
ら
６
時じ

ま
で
。

詳し
ょ
う

細さ
い

は
同ど

う

州し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

局き
ょ
く

サ
イ

ト
（h

ttp
://w

w
w

.cu
l-

tura.pr.gov.br/

）
ま
で
。

て
は
？　

親し
ん

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
日に

本ほ
ん

を
味あ

じ

わ
う

の
も
、
一い

っ

興き
ょ
うで
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ニ
ッ
ケ

イ
（h

ttp
://w

w
w

.d
is-

covernikkei.org/ja/

）

に
よ
る
体た

い

験け
ん

談だ
ん

や
エ
ッ
セ
イ
を

募ぼ

集し
ゅ
うす
る
「
ニ
ッ
ケ
イ
物も

の

語が
た
り」。

昨さ
く

年ね
ん

の
テ
ー
マ
は
「
新し

ん

・
ニ

ッ
ケ
イ
食

し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

を
味あ

じ

わ
う
」

で
、
全ぜ

ん

２
２
作さ

く

品ひ
ん

（
英え

い

語ご

：
９
、
日に

本ほ
ん

語ご

：
２
、
ス
ペ
イ

ン
語ご

：
４
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語ご

：
７
）
が
、
米べ

い

国こ
く

、
ブ
ラ

ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
ペ
ル
ー
か

ら
寄よ

せ
ら
れ
た
。
た
だ
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
２
編へ

ん

は
両

り
ょ
う

方ほ
う

と
も
ニ

ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

に
よ
る

投と
う

稿こ
う

。
今こ

年と
し

こ
そ
は
、
普ふ

段だ
ん

か
ら
活か

っ

発ぱ
つ

な
文ぶ

ん

芸げ
い

活か
つ

動ど
う

を
し

て
い
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら
た
く

さ
ん
の
投と

う

稿こ
う

が
あ
る
こ
と
を

期き

待た
い

！
？

　
「
先せ

ん

祖ぞ

が
残の

こ

し
た
こ
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

頂い
た
だけ
る
こ
と

は
、
大た

い

変へ
ん

な
誇ほ

こ

り
。
村そ

ん

民み
ん

一い
ち

同ど
う

諸も
ろ

手て

を
挙あ

げ
て
歓か

ん

迎げ
い

し
た

い
」
―
―
平ひ

ら

野の

農の
う

村そ
ん

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
山や

ま

下し
た

薫か
お
るフ
ァ
ビ
オ

会か
い

長ち
ょ
う（
４
９
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
感か

ん

無む

量り
ょ
うと
い
っ
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
歓か

ん

迎げ
い

の

意い

を
表あ

ら
わし
た
。

　

通つ
う

訳や
く

５
人に

ん

男お
と
この
一ひ

と

人り

と
し

て
渡と

伯は
く

し
た
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

の
呼よ

び
か
け
で
、
最さ

い

初し
ょ

の
自じ

作さ
く

農の
う

「
待ま

ち
遠ど

お

し
く
て
夜よ

る

も
眠ね

む

れ
な
い
」

会か
い

館か
ん

改か
い

装そ
う

、
慰い

霊れ
い

碑ひ

の
整せ

い

備び

も

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

へ
の

期き

待た
い

感か
ん

が
よ
り
一い

っ

層そ
う

高た
か

ま
っ

た
。

　

講こ
う

演え
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
杉す

ぎ

山や
ま

ウ

ィ
リ
ア
ン
さ
ん
（
２
９
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
５
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

を

楽た
の

し
ん
だ
ば
か
り
。「
ま
た

必か
な
ら

ず
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

に
行い

き
た

い
。
ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
が
勧す

す

め

る
観か

ん

光こ
う

地ち

を
見み

た
く
な
っ

た
」
と
語か

た

っ
た
。

ディ
ス
カ
バ
ー
・
ニ
ッ
ケ
イ
募ぼ

集し
ゅ
う

開か
い

始し

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
ル
ー
ツ
を
文ぶ

ん

章し
ょ
う

で

　

ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
は
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

の
地ち

理り

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う。
文も

ん

部ぶ

科か

学が
く

省し
ょ
う

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い
せ
い制
度ど

で

２
０
０
５
年ね

ん

に
渡と

日に
ち

し
、
日に

本ほ
ん

に
魅み

了り
ょ
うさ
れ
た
。
以い

来ら
い

日に

本ほ
ん

が
気き

に
入い

り
、
住す

み
続つ

づ

け

て
い
る
と
い
う
。
静し

ず

岡お
か

大だ
い

学が
く

大だ
い

学が
く

院い
ん

の
臨り

ん

床し
ょ
う

人に
ん

間げ
ん

科か

学が
く

で
修し

ゅ
う

士し

号ご
う

を
取し

ゅ

得と
く

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

は
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
映え

い

像ぞ
う

・
写し

ゃ

真し
ん

作さ
っ

家か

と
し

て
活か

つ

躍や
く

す
る
ほ
か
、「
Ｔ
ａ

ｂ
ｉ
ｊ
ｉ
」
と
い
う
サ
イ
ト

で
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

の
お
勧す

す

め
や
ガ

イ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
申

も
う
し

込こ
み

を
受う

け

付つ

け
て
い
る
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
同ど

う

サ

イ
ト
（h

ttp
s://w

w
w

.

　

３
年ね

ん

の
任に

ん

期き

が
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし
て

帰き

国こ
く

す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ン
パ
ウ

ロ
支し

局き
ょ
く

長ち
ょ
うの
藤ふ

じ

本も
と

雅ま
さ

也や

さ
ん

（
３
９
、
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

）
と
、
新し

ん

任に
ん

の
小こ

宮み
や

智と
も

可よ
し

さ
ん
（
と
も

よ
し
、
４
６
、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

）
が

挨あ
い

拶さ
つ

の
た
め
に
１
２
日に

ち

、
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

印い
ん

象し
ょ
うに
残の

こ

っ
た
こ
と
を
藤ふ

じ

本も
と

さ
ん
に
尋た

ず

ね
る
と
、「
リ

オ
五ご

輪り
ん

の
開か

い

会か
い

式し
き

で
司し

会か
い

が
『
人じ

ん

種し
ゅ

や
文ぶ

ん

化か

の
違ち

が

い
を
楽た

の

し
も
う
』
と
連れ

ん

呼こ

し
て
い
た

の
が
印い

ん

象し
ょ
う

的て
き

だ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

だ
っ
た
ら
『
楽た

の

し
も
う
』
と

い
う
よ
り
、
か
し
こ
ま
っ
て

し
ま
い
が
ち
。
違ち

が

い
を
楽た

の

し

む
姿し

勢せ
い

に
度ど

量り
ょ
うの
深ふ

か

さ
を
感か

ん

じ
た
」
と
の
こ
と
。

　

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

関か
ん

係け
い

で
は
、
レ

ジ
ス
ト
ロ
で
紅こ

う

茶ち
ゃ

を
生せ

い

産さ
ん

す

る
「
お
ば
あ
茶ち

ゃ

ん
」
の
島し

ま

田だ

梅う
め

さ
ん
の
取し

ゅ

材ざ
い

だ
と
か
。
梅う

め

さ
ん
の
お
茶ち

ゃ

作づ
く

り
に
か
け
る

平
ひら

野
の

植
しょく

民
みん

地
ち

挙
あ

げて歓
かん

迎
げい

準
じゅん

備
び

（７） ２０１８年第５０４１号 	 ７月	１８日	（水曜日）

日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

で
の
お
す
す
め
語か

た

る

ロ
ベ
ル
ト
・
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
さ
ん
が
講こ

う

演え
ん

在
ざい

日
にち

伯
はく

人
じん

旅
りょ

行
こう

ガイド

藤ふ
じ

本も
と

さ
ん
か
ら
小こ

宮み
や

さ
ん
へ

サ
ン
パ
ウ
ロ
支し

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

交こ
う

代た
い

ＮＨＫ

会
かい

館
かん

に集
あつ

まった村
そん

民
みん

講
こう

演
えん

中
ちゅう

のロベルトさん

眞
ま

子
こ

さま

水み
ず

野の

龍り
ょ
う

展て
ん

、

１
７
日に

ち

か
ら

パ
州
し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

局き
ょ
くホ
ー
ル
で

ル
（E

d
ito

r@
D

isco
v-

erN
ikkei.org

）
に
て
送そ

う

付ふ

、件け
ん

名め
い

は
「
ニ
ッ
ケ
イ・ル
ー

ツ
―
氏し

名め
い

（
ロ
ー
マ
字じ

）」。

複ふ
く

数す
う

の
応お

う

募ぼ

も
可か

。

　

投と
う

稿こ
う

さ
れ
た
全す

べ

て
の
作さ

く

品ひ
ん

は
サ
イ
ト
上じ

ょ
う

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
る
。

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

お
気き

に
入い

り
作さ

く

品ひ
ん

に

選せ
ん

出し
ゅ
つさ
れ
れ
ば
、
日に

ち

ポ
語ご

ほ

か
英え

い

語ご

、
ス
ペ
イ
ン
語ご

に
も

翻ほ
ん

訳や
く

さ
れ
る
。

　

詳く
わ

し
い
募ぼ

集し
ゅ
う

要よ
う

項こ
う

に
つ

い
て
は
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w

w
.d

isco
vern

ik
-

kei.org/ja/jou
rn

al/
ch

ro
n

icles/ro
o

ts/

）

に
て
確か

く

認に
ん

を
。

れ
て
い
っ
た
第だ

い

一い
ち
ブ
ロ
ッ
ク
に

あ
る
開か

い

拓た
く

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

之の

碑ひ

に
祈い

の

り
を
捧さ

さ

げ
ら
れ
る
。
今こ

年と
し

３

月が
つ

に
は
、
雨あ

め

風か
ぜ

が
凌し

の

げ
る
よ

う
そ
の
脇わ

き

に
屋や

根ね

を
設せ

っ

置ち

さ

れ
、
慰い

霊れ
い

碑ひ

ま
で
の
道ど

う

程て
い

も

整せ
い

備び

す
る
と
い
う
。

　

コ
ー
ヒ
ー
栽さ

い

培ば
い

で
発は

っ

展て
ん

し
た
当と

う

時じ

の
面お

も

影か
げ

は
な
く
、
今い

ま

は
見み

渡わ
た

す
限か

ぎ

り
砂さ

糖と
う

黍き
び

畑は
た
けが

広ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。

　
「
畑は

た
けを
駆か

け
抜ぬ

け
る
風か

ぜ

の
中な

か

に
、
志

こ
こ
ろ
ざ
し

半な
か

ば
で
斃た

お

れ
て
い
っ

た
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

の
悲か

な

し
み
の
声こ

え

が

混ま

じ
っ
て
聞き

こ
え
る
気き

が
す

る
」と
森も

り

部べ

さ
ん
は
言い

う
。「
そ

小
こ

宮
みや

さんと藤
ふじ

本
もと

さん

情じ
ょ
う

熱ね
つ

に
家か

族ぞ
く

が
巻ま

き
込こ

ま
れ

て
い
る
様よ

う

子す

が
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

か
っ

た
そ
う
。

　

小こ

宮み
や

さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

時じ

代だ
い

に
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
取し

ゅ

材ざ
い

を
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
し
て
お
り
、
来ら

い

伯は
く

１
０
回か

い

目め

。
ブ
ラ
ジ
ル
の

ど
ん
な
点て

ん

に
興

き
ょ
う

味み

が
あ
る
か

と
聞き

く
と
、「
元げ

ん

気き

で
、
完か

ん

成せ
い

し
き
っ
て
お
ら
ず
、
多た

様よ
う

な
人ひ

と

が
住す

ん
で
い
る
と
こ

ろ
。
日に

本ほ
ん

に
な
い
も
の
が
あ

る
。
ア
マ
ゾ
ン
移い

民み
ん

に
も
関か

ん

心し
ん

が
あ
る
。
興

き
ょ
う

味み

の
対た

い

象し
ょ
うが

詰つ

ま
っ
た
国く

に

」
と
語か

た

っ
た
。

tabiji.co/

）
ま
で
。

語ご

は
８
０
０
～

２
２
０
０
字じ

。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
の
「
ワ
ー
ド
」

で
提て

い

出し
ゅ
つ

す
る
こ

と
。
作さ

く

品ひ
ん

に
関か

ん

す
る
写し

ゃ

真し
ん

も
最さ

い

低て
い

１
枚ま

い

を
添て

ん

付ぷ

す
る
。
著ち

ょ

者し
ゃ

略
り
ゃ
く

歴れ
き

は
３
～
５
行

ぎ
ょ
う

で
、
日に

本ほ
ん

語ご

の

場ば

合あ
い

は
名な

前ま
え

は

ひ
ら
が
な
で
読よ

み
仮が

名な

を
ふ
る
。

　

締し

め
切き

り

ん
な
と
き
は
涙な

み
だ
を
流な

が

さ
ず
に

い
ら
れ
な
い
。
眞ま

子こ

さ
ま
が

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

の
御み

霊た
ま

に
祈い

の

っ
て
く

だ
さ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
報む

く

わ

れ
る
こ
と
か
」
と
目め

を
潤う

る

ま

せ
た
。
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ジ
ル
で
培

つ
ち
か
っ
て
こ
ら
れ
た
日に

本ほ
ん
へ
の

信し
ん

頼ら
い

の
表あ

ら
わ
れ
と
確か

く

信し
ん

し
て
お
り
、

改あ
ら
ため
て
御お

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

７
月が

つ

か
ら
は
、
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

の

方か
た

々が
た

が
訪ほ

う

日に
ち

す
る
新あ

ら

た
な
制せ

い

度ど

が
開か

い

始し

さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
若わ

か

者も
の

た
ち
に
、

日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

に
触ふ

れ
、
日に

本ほ
ん

で

の
生せ

い

活か
つ

を
体た

い

験け
ん

し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
理り

解か
い

や
関か

ん

心し
ん

を
高た

か

め
て
い
た
だ
き
た

を
表あ

ら
わし
ま
す
。

　

本ほ
ん

年ね
ん

４
月が

つ

に
は
、
世せ

界か
い

初は
つ

の

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
が
サ
ン
パ
ウ
ロ

で
開か

い

館か
ん

し
て
か
ら
１
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え

ま
し
た
。
現げ

ん

地ち

の
ア
イ
デ
ア
に
基も

と

づ
く
魅み

力り
ょ
く

的て
き

で
工く

夫ふ
う

を
凝こ

ら
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発は

っ

信し
ん

が
好こ

う

評
ひ
ょ
う

を
得え

て
い
ま
す
。
当と

う

初し
ょ

の
目も

く

標
ひ
ょ
う

来ら
い

館か
ん

者し
ゃ

数す
う

を
大お

お

き
く
上う

わ

回ま
わ

る
多お

お

く

の
方か

た

々が
た

に
お
越こ

し
い
た
だ
い
て
い

る
の
も
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

が
ブ
ラ

ナ
ウ
ス
、
そ
し
て
ベ
レ
ン
他ほ

か

５

州し
ゅ
う１
４
都と

市し

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
、
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

等な
ど

の
祝

し
ゅ
く

賀が

行ぎ
ょ
う

事じ

に
御ご

出し
ゅ
っ

席せ
き

さ
れ
る
と
伺

う
か
が

っ
て
お
り
、

大た
い

変へ
ん

喜よ
ろ
こば
し
く
思お

も

い
ま
す
。

　

私わ
た
しは
常つ

ね

々づ
ね

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

が

日に

本ほ
ん

か
ら
遠と

お

く
離は

な

れ
た
ブ
ラ
ジ
ル

で
大た

い

変へ
ん

な
苦く

労ろ
う

を
さ
れ
た
上う

え

で
、

今こ
ん
に
ち日
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

を
勝か

ち
取と

ら
れ
た
こ
と
に
深ふ

か

い
尊そ

ん

敬け
い

の
念ね

ん

を

抱だ

い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
先せ

ん

人じ
ん

た

ち
の
精せ

い

神し
ん

を
受う

け
継つ

ぎ
、
二に

世せ
い

、

三さ
ん

世せ
い

、
そ
し
て
新し

ん

世せ

代だ
い

の
皆み

な

様さ
ま

が

ブ
ラ
ジ
ル
の
幅は

ば

広ひ
ろ

い
分ぶ

ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
改あ

ら
た
め
て
敬け

い

意い

知し

る
と
、
信し

ん

じ
難が

た

い
と
い
っ
た

様よ
う

子す

で
し
ば
ら
く
言こ

と

葉ば

を
失う

し
な

っ

た
。
一い

ち

門も
ん

の
長ち

ょ
う

老ろ
う

は
「
頭あ

た
ま

が
上あ

が
ら
な
い
思お

も

い
。
私わ

た
し

は
た
だ
の

田い
な
か舎
者も

の

な
ん
で
す
よ
」
と
手て

を

合あ

わ
せ
て
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
た
。

　
「
こ
れ
が
人じ

ん

生せ
い

で
最さ

い

高こ
う

の
写し

ゃ

真し
ん

で

す
」
―
―
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
の
安や

す
な
が永
一い

ち

門も
ん

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

・
忠た

だ

邦く
に

さ
ん
（
９
７
、

二に

世せ
い

）
が
に
こ
り
と
笑え

み
を
浮う

か

べ
て
取と

り
出だ

し
た
の
が
、
３
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

に
日に

ち

語ご

教き
ょ
う

師し

の
研け

ん

修し
ゅ
うで

訪ほ
う

日に
ち

し
た
際さ

い

、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

（
当と

う

時じ

、
皇こ

う

太た
い

子し

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

）
に
謁え

っ

見け
ん

し
た
当と

う

時じ

の
写し

ゃ

真し
ん

だ
。

　

戦せ
ん

時じ

中ち
ゅ
う
に
日に

ち

語ご

が
禁き

ん

止し

さ
れ
る

も
夜や

学が
く

で
こ
っ
そ
り
と
教お

し

え
続つ

づ

け
、

明め
い

治じ

の
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

を
子こ

や
孫ま

ご

に
大た

い

切せ
つ

に
語か

た

り
継つ

い
で
き
た
。
そ
ん
な

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
の
薫く

ん

陶と
う

を
受う

け
、
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く語ご

か
ら
名な

付づ

け
ら
れ
た
長ち

ょ
う

男な
ん

・

和か
ず

教の
り

さ
ん
（
７
１
）
も
リ
ン
ス
文ぶ

ん

協き
ょ
う
会か

い

長ち
ょ
う

な
ど
要よ

う

職し
ょ
く

を
歴れ

き

任に
ん

、
地ち

域い
き

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
支さ

さ

え
て
き
た
。

　

和か
ず

教の
り

さ
ん
は
「
祖そ

父ふ

・
良り

ょ
う

耕こ
う

は

『
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

は
万ば

ん

国こ
く

に
通つ

う

じ
る
も

の
。
上う

え

か
ら
下し

た

ま
で
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

の
生せ

い

活か
つ

の
芯し

ん

に
な
る
も
の
だ
』
と
言い

っ
て

い
た
。
そ
ん
な
祖そ

父ふ

や
父ち

ち

の
背せ

中な
か

を
見み

て
育そ

だ

って
き
た
」
と
い
う
。

　

１
９
２
０
年ね

ん

か
ら
の
プ
ロ
ミ
ッ

ソ
ン
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

の
過か

去こ

帖ち
ょ
う

を
管か

ん

理り

す

る
和か

ず

教の
り

さ
ん
。
同ど

う

家け

に
は
、
同ど

う

地ち

出し
ゅ
っ身し
ん

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

ら
が
祖そ

父ふ

母ぼ

の
足そ

く

跡せ
き

を
調し

ら

べ
に
訪た

ず

ね
て
く
る
と
い
い
、

「
世よ

の
た
め
人ひ

と

の
た
め
に
立た

つ
こ
と

が
喜よ

ろ
こ

び
だ
」
と
笑え

み
を
浮う

か
べ
る
。

　

４
世せ

代だ
い

が
一ひ

と

つ
屋や

根ね

の
下し

た

に
仲な

か

良よ

く
同ど

う

居き
ょ

す
る
同ど

う

家け

に
は
、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
御ご

真し
ん

影え
い

が
今い

ま

も
飾か

ざ

ら
れ
、
五ご

世せ
い

ま
で
も
が
日に

ち

語ご

を
話は

な

す
。
初し

ょ

代だ
い

・
良り

ょ
う

耕さ
く

ら
３
人に

ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
安や

す
な
が永
一い

ち

族ぞ
く

は
、
一い

っ

世せ
い

紀き

の
間あ

い
だ
に
４
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う
に
増ぞ

う

加か

。
日に

本ほ
ん

の
心こ

こ
ろ

を
し
っ
か
り
受う

け

継つ

い
だ
子し

孫そ
ん

は
、
全ぜ

ん

伯は
く

各か
く

地ち

へ
巣す

立だ

ち
、
各か

く

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
し
て
い
る
。

　

そ
の
大だ

い

家か

族ぞ
く

の
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
大だ

い

黒こ
く

柱ば
し
らに
な
っ
て
い
る
の
が
、
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

だ
。
安や

す
な
が永
家け

に
と
っ
て
、
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

の
皇こ

う

室し
つ

が
願ね

が

う
一ひ

と

つ
屋や

根ね

の

も
と
で
国こ

く

民み
ん

が
幸し

あ
わ

せ
に
暮く

ら
す
在あ

り
方か

た

が
、
あ
る
べ
き
姿す

が
た

だ
。

　

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
は
「
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

を

実じ
っ

践せ
ん

す
る
の
は
難む

ず
か

し
い
で
す
が
、

そ
の
心こ

こ
ろ

に
少す

こ

し
で
も
近ち

か

づ
き
た

い
」
と
語か

た

る
。
８
０
歳さ

い

か
ら
始は

じ

め
た
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

の
清せ

い

書し
ょ

は
３
千ぜ

ん

回か
い

以い

上じ
ょ
う

に
上の

ぼ

る
。

　

ノ
ロ
エ
ス
テ
へ
の
皇こ

う

室し
つ

ご
訪ほ

う

問も
ん

は
、
三み

笠か
さ
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

以い

来ら
い

、
実じ

つ

に
６
０
年ね

ん

振ぶ

り
で
、
プ

ロ
ミ
ッ
ソ
ン
は
今こ

ん

回か
い

が
初は

つ

だ
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
が
献け

ん

花か

さ
れ
る
花は

な

束た
ば

を
、
忠た

だ

邦く
に

さ
ん
が
式し

き

典て
ん

で
お

渡わ
た

し
す
る
役や

く

に
な
っ
て
い
る
と

と
口く

ち

を
揃そ

ろ

え
る
の
が
戦せ

ん

時じ

下か

の
耐た

い

乏ぼ
う

生せ
い

活か
つ

。
利と

し

枝え

さ
ん
は
「
学が

っ

校こ
う

で

は
弁べ

ん

当と
う

の
中な

か

ま
で
監か

ん

視し

さ
れ
、
白は

く

米ま
い

な
ら
『
贅ぜ

い

沢た
く

は
敵て

き

だ
』
と
食た

べ

さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
不ま

味ず

い
麦む

ぎ

飯め
し

を
粥か

ゆ

に
し
て
我が

慢ま
ん

し
た
も

の
よ
」
と
苦く

笑し
ょ
うす
る
。

　

よ
ね
こ
さ
ん
も
「
昔む

か
しの
こ
と
を

思お
も

え
ば
、
渡と

伯は
く

し
て
か
ら
ど
ん
な

こ
と
だ
っ
て
苦く

る

し
い
と
は
思お

も

わ
な

か
っ
た
」
と
い
い
、「
だ
か
ら
子こ

供ど
も

に
は
米こ

め

粒つ
ぶ

一ひ
とつ
で
も
残の

こ

し
た
ら
、

も
っ
た
い
な
い
と
教お

し

え
て
き
た
の

よ
」
と
胸む

ね

を
張は

る
。

　

よ
ね
こ
さ
ん
の
夫お

っ
とは
、
同ど

う

地ち

で

棉わ
た

作づ
く

り
に
励は

げ

み
、
農の

う

薬や
く

の
影え

い

響
き
ょ
う

で
体か

ら
だ
を
壊こ

わ

し
早は

や

く
に
他た

界か
い

。「
い

く
ら
働は

た
らい
て
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
お

金か
ね

が
貯た

ま
ら
な
い
。
４
人に

ん

の
子こ

供ど
も

を
何な

ん

と
か
躾し

つ

け
な
け
れ
ば
と
思お

も
っ

と
懐か

い

古こ

す
る
中な

か

場ば

さ
ん
。「
正し

ょ
う

月が
つ

に
は
教き

ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

、
２
、３
人に

ん

集あ
つ

ま

れ
ば
歌う

た

う
の
は
軍ぐ

ん

歌か

。
日に

本ほ
ん

が

美び

化か

さ
れ
、
こ
こ
で
は
日に

本ほ
ん

が

ま
す
ま
す
日に

本ほ
ん

ら
し
く
な
っ
て

い
た
」
と
振ふ

り

返か
え

る
。

　

そ
れ
は
日に

ち

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
現げ

ん

場ば

で

も
同お

な

じ
だ
っ
た
。「
今い

ま

で
は
日に

ち

語ご

は
横よ

こ

文も

字じ

だ
ら
け
。
日に

本ほ
ん

に

行い

っ
た
生せ

い

徒と

が
『
ブ
ラ
ジ
ル
で

教お
そ

わ
っ
た
日に

ち

語ご

は
何な

に

も
な
か
っ

た
よ
』
と
言い

わ
れ
る
く
ら
い
」

と
苦く

笑し
ょ
う

し
、「
日に

本ほ
ん

の
日に

ち

語ご

は
ま

す
ま
す
国こ

く

際さ
い

化か

し
、
純じ

ゅ
ん

粋す
い

な
日に

ち

語ご

は
此こ

処こ

に
残の

こ

っ
て
い
く
の
で

は
」
と
見み

て
い
る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
皇こ

う

居き
ょ

勤き
ん

労ろ
う

奉ほ
う

仕し

に
参さ

ん

加か

し
、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

の

ご
接せ

っ

見け
ん

を
受う

け
た
中な

か

場ば

さ
ん

は
「
両り

ょ
う

陛へ
い

下か

の
真ま

似ね

を
劇げ

き

で
し

よ
う
と
思お

も

っ
て
も
到と

う

底て
い

で
き
な

い
。
生う

ま
れ
持も

っ
た
オ
ー
ラ
が

か
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

り
、「
日に

本ほ
ん

が
栄さ

か

え
る
の
は

皇こ
う

室し
つ

が
安あ

ん

定て
い

点て
ん

を
成な

し
て
い
る

か
ら
だ
と
納な

っ

得と
く

し
た
」
と
語か

た

る
。

　
「
こ
こ
で
は
皇こ

う

室し
つ

に
対た

い

す
る
敬け

い

意い

は
、
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

と
ま
る
で

違ち
が

う
。
都と

市し

よ
り
も
田い

な
か舎
で
は
、

昔む
か
し
の
純じ

ゅ
ん

粋す
い

な
大や

ま
と和
魂

だ
ま
し
いが
残の

こ

っ
て

お
り
、
今い

ま

で
も
陛へ

い

下か

を
現あ

ら

人ひ
と

神が
み

と
思お

も

う
人ひ

と

も
い
る
。
ノ
ロ
エ
ス

テ
一い

ち

同ど
う

、
眞ま

子こ

さ
ま
の
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
心こ

こ
ろ

待ま

ち
に
し
て
い
ま
す
」
と

笑え

み
を
浮う

か
べ
た
。

会
かい

館
かん

で子
こ

供
ども

達
たち

に書
しょ

道
どう

を教
おし

える中
なか

場
ば

さん

教き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

が
大だ

い

家か

族ぞ
く

の
中ち

ゅ
う

心し
ん

に

「
世よ

に
尽つ

く
す
こ
と
が
喜よ

ろ
こ

び
」

プロミ
ッソン

「
本ほ

ん

当と
う

に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」

一い
っ

世せ
い

姉し

妹ま
い

、奥お
く

地ち

ご
訪ほ

う

問も
ん

に
感か

ん

激げ
き

ミランド
ポリス

く
存ぞ

ん

じ
ま
す
。
ま
た
、
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
招

し
ょ
う

へ
い
事じ

業ぎ
ょ
う

等な
ど

を
通つ

う

じ
て
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
、
そ
し
て
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
架か

け
橋は

し

と
な
る
若わ

か

者も
の

た
ち
を

引ひ

き
続つ

づ

き
支し

援え
ん

し
て
参ま

い

り
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

多た

幸こ
う

を

心こ
こ
ろか
ら
祈き

念ね
ん

い
た
し
ま
し
て
、

私わ
た
しの
祝

し
ゅ
く

辞じ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

て
、
単た

ん

身し
ん

で
デ
カ
セ
ギ
に
も
行い

っ

た
の
よ
。
本ほ

ん

当と
う

に
命

い
の
ち

懸が

け
で
子こ

供ど
も

を
育そ

だ

て
て
き
た
の
」
と
苦く

労ろ
う

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

両
り
ょ
う

国こ
く

で
苦く

労ろ
う

を
重か

さ

ね
て
き
た
姉し

妹ま
い

だ
が
、
よ
ね
こ
さ
ん
が
涙な

み
だが
出で

て
と
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、

０
８
年ね

ん

に
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
・
サ
ン

バ
会か

い

場じ
ょ
うで
の
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

の
お

姿す
が
たを
見み

た
時と

き

だ
っ
た
。

　
「
殿で

ん

下か

の
御ご

前ぜ
ん

を
、
日に

本ほ
ん

か
ら

の
兵へ

い

隊た
い

さ
ん
（
編へ

ん

注ち
ゅ
う

＝
練れ

ん

習
し
ゅ
う

艦か
ん

隊た
い

の
自じ

衛え
い

官か
ん

の
こ
と
）
が
行こ

う

進し
ん

し
た
。
あ
の
時と

き

は
、
涙な

み
だ
が
出で

て
涙な

み
だ
が
出で

て
止と

ま
ら
な
か
っ
た

わ
」
と
懐か

い

古こ

し
た
。
皇こ

う

族ぞ
く

が
自じ

国こ
く

の
軍ぐ

ん

隊た
い

を
閲え

っ

兵ぺ
い

し
た
の
は
、

１
９
４
５
年ね

ん

の
陸り

く

軍ぐ
ん

始は
じ
め

観か
ん

兵ぺ
い

式し
き

に
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
た
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

以い

来ら
い

皇こ
う

室し
つ

へ
の
敬け

い

意い

は
日に

っ

本ぽ
ん

以い

上じ
ょ
う

ノ
ロ
エ
ス
テ
一い

ち

同ど
う

、心こ
こ
ろ

待ま

ち
に

リンス

「        

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
来ら

い

伯は
く

歓か
ん

迎げ
い

」に
寄よ

せ
て

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

110

行お
こ
ない
、
移い

住じ
ゅ
うし
た
方か

た

々が
た
へ
の
歴れ

き

史し

と
功こ

う

績せ
き

に
対た

い

し
て
深ふ

か

い
敬け

い

意い

を
表

あ
ら
わ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

皆み
な

様さ
ま

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うの
場ば

で
は
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
世せ

代だ
い

の
方か

た

々が
た

か
ら
直

ち
ょ
く

接せ
つ

お
話は

な
しを

伺う
か
がい
、
皆み

な

様さ
ま

が
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル

の
「
架か

け
橋は

し

」
と
し
て
活か

つ

躍や
く

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
改あ

ら
た
め
て
実じ

っ

感か
ん

し
ま

し
た
。
新あ

ら

た
な
日に

ち

ブ
ラ
ジ
ル
の
交こ

う

流り
ゅ
う

拠き
ょ

点て
ん

で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通と

お

し
て
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の

外が
い

交こ
う

政せ
い

策さ
く

に
つ
い
て
活か

っ

発ぱ
つ

な
議ぎ

論ろ
ん

を
交か

わ
す
こ
と
も
出で

来き

ま
し
た
。 

若わ
か

い
日に

っ

系け
い

の
方か

た

々が
た

と
懇こ

ん

談だ
ん

す
る

機き

会か
い

も
あ
り
ま
し
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
新あ

た
ら
し
い
世せ

代だ
い

の
方か

た

々が
た

が
、
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

で
あ
る
こ
と
に
誇ほ

こ

り
を
持も

つ
と
同ど

う

時じ

に
、
日に

本ほ
ん

に
ル
ー
ツ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
強つ

よ

く
思お

も
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深ふ

か

い
感か

ん

銘め
い

を

受う

け
ま
し
た
。
外が

い

務む

省し
ょ
うと
し
て
も
、

こ
う
し
た
若わ

か

い
世せ

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と

の
連れ

ん

携け
い

を
強

き
ょ
う

化か

し
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

て
お
り
ま
す
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が

築き
ず

か
れ
た
ブ
ラ
ジ

ル
に
お
け
る
信し

ん

頼ら
い

は
、
現げ

ん

在ざ
い

、
ブ
ラ

ジ
ル
の
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
信し

ん

頼ら
い

に
繋つ

な

が
っ
て
お
り
ま
す
。

私わ
た
し
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

の
際さ

い

に
、

初は
じ

め
て
ア
メ
リ
カ
を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

に
大た

い

変へ
ん

お
世せ

話わ

に
な
り
、
そ
れ
以い

来ら
い

、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

と
の
関か

ん

係け
い

を
大た

い

切せ
つ

に
思お

も

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
ブ
ラ
ジ

ル
を
始は

じ

め
と
す
る
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

と
の
関か

ん

係け
い

も
、
一い

っ

層そ
う

深ふ
か

め
て
い
き
た
い
と
の
思お

も

い
を
抱だ

い

て
き
ま
し
た
。 

　

そ
の
思お

も

い
が
よ
う
や
く
実み

の

っ
た

の
が
、
５
月が

つ

の
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

初は
じ

め
て
の

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

訪ほ
う

問も
ん

と
な
る
サ
ン
パ
ウ
ロ

訪ほ
う

問も
ん

で
し
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
、

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

に
あ
る
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

に
て
献け

ん

花か

を

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住
じ
ゅ
う

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
に
当あ

た

り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろか
ら

お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ブ
ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

を

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
る
中な

か

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住
じ
ゅ
う

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
式し

き

典て
ん

が
盛せ

い

大だ
い

に
行

お
こ
な

わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
大た

い

変へ
ん

う

れ
し
く
思お

も

い
ま
す
。 

　

１
９
０
８
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
よ
る

ブ
ラ
ジ
ル
移い

住じ
ゅ
うが
開か

い

始し

し
て
か
ら
、

日に

本ほ
ん

か
ら
移い

住じ
ゅ
うし
た
方か

た

々が
た

は
、
数あ

ま

多た

の
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

を
乗の

り
越こ

え
ら
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
て

き
ま
し
た
。
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

の
精せ

い

神し
ん

を
受う

け
継つ

い
だ
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

の
皆み

な

様さ
ま

も
、
平へ

い

坦た
ん

で
は
な
い
道み

ち

を
切き

り

拓ひ
ら

か
れ
て
、
各か

く

分ぶ
ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

さ
れ

更さ
ら

な
る
発は

っ

展て
ん

を
後あ

と

押お

し
す
べ
く
、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
招し

ょ
うへ
い
事じ

業ぎ
ょ
うの
推す

い

進し
ん

や
若わ

か

い
方か

た

々が
た

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作づ

く

り
を
支し

援え
ん

す
る
事じ

業
ぎ
ょ
う

等な
ど

を
実じ

っ

施し

し
て
い
く
所し

ょ

存ぞ
ん

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
当と

う

地ち

で
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
加く

わ

え
、
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
関か

ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

に
も
取と

り

組く

み
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

に

在ざ
い

住じ
ゅ
うす
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

に
は
，

地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

と
の
共

き
ょ
う

生せ
い

や
子こ

供ど
も

の

教き
ょ
う

育い
く

等な
ど

で
大た

い

変へ
ん

な
苦く

労ろ
う

を
さ
れ

た
方か

た

々が
た

も
い
る
と
聞き

い
て
い
ま
す
。

日に

本ほ
ん

の
社し

ゃ

会か
い

が
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
温あ

た
たか
く

迎む
か

え
入い

れ
、
ま
た
そ
の
中な

か

か
ら
こ

れ
か
ら
の
日に

本ほ
ん

と
母ぼ

国こ
く

を
結む

す

ぶ
架か

け
橋は

し

と
し
て
活か

つ

躍や
く

す
る
人じ

ん

材ざ
い

が
育そ

だ

つ
、
そ
ん
な
社し

ゃ

会か
い

の
実じ

つ

現げ
ん

を
応お

う

援え
ん

す
る
体た

い

制せ
い

作づ
く

り
が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
と

考か
ん
がえ
て
お
り
ま
す
。
最さ

い

後ご

に
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
今こ

ん

後ご

の
ま
す
ま

す
の
御ご

活か
つ

躍や
く

、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け

る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
更さ

ら

な
る
御ご

発は
っ

展て
ん

を

心こ
こ
ろか
ら
祈き

念ね
ん

し
、
私わ

た
しの
お
祝い

わ

い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ
か
ら
お
祝い

わ

い
申も

う

し

上あ

げ
ま
す
。
こ
の
節ふ

し

目め

の
年と

し

を

記き

念ね
ん

し
て
、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
、
マ
リ
ン
ガ
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
、
プ

ロ
ミ
ッ
ソ
ン
、
マ

　

８
日か

、
ノ
ロ
エ
ス
テ
線せ

ん

の
ミ
ラ

ン
ド
ポ
リ
ス
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

で

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
運う

ん

動ど
う

会か
い

に
、
姉し

妹ま
い

で

参さ
ん

加か

し
て
い
た
山や

ま

崎さ
き

よ
ね
こ
（
香か

川が
わ

、
８
７
）、
可か

知ち

利と
し

枝え

（
８
５
）

さ
ん
。
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

末ま
っ

期き

の
７

月が
つ

、
高た

か

松ま
つ

空く
う

襲し
ゅ
うに
よ
る
惨さ

ん

禍か

を
生い

き
延の

び
、
５
４
年ね

ん

に
ブ
ラ
ジ
ル
丸ま

る

で
渡と

伯は
く

し
た
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

で
も
一い

っ

世せ
い

の
会か

い

員い
ん

は
、

指ゆ
び

折お

り
数か

ぞ

え
る
ほ
ど
。「
昔む

か
し
は
運う

ん

動ど
う

場じ
ょ
うも
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
埋う

め
つ
く
さ
れ

る
ほ
ど
。
今い

ま

で
は
、
す
っ
か
り
少す

く

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
外が

い

人じ
ん

の
子こ

供ど
も

も
多お

お

い
わ
ね
」
と
口く

ち

を
あ
わ
せ
、

隔か
く

世せ
い

の
感か

ん

を
伺う

か
がわ
せ
る
。

　

二ふ
た

人り

が
今い

ま

で
も
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い

日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
う

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
う

と
し
て
、

日に
ち

語ご

の
継け

い

承し
ょ
う

、
普ふ

及き
ゅ
う

に
日ひ

び々

尽じ
ん

力り
ょ
くし
て
い
る
。

　

来ら
い

伯は
く

当と
う

初し
ょ

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を「
ま

る
っ
き
り
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
日に

本ほ
ん

だ
っ
た
」

だ
っ
た
。

眞ま

子こ

さ
ま
の
ノ
ロ
エ
ス
テ
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
知し

っ
た
利と

し

枝え

さ
ん
は
「
ま
あ
ー
。

私わ
た
しの
時じ

代だ
い

の
人に

ん

間げ
ん

か
ら
す
れ
ば
、

神か
み

か
仏ほ

と
けか
と
い
う
御お

方か
た

だ
け
れ
ど

…
」
と
驚お

ど
ろい
た
様よ

う

子す

で
言こ

と

葉ば

を
失

う
し
な

い
、
よ
ね
こ
さ
ん
も
「
地ち

球き
ゅ
うの
反は

ん

対た
い

側が
わ

か
ら
、
は
る
ば
る
こ
ん
な
奥お

く

地ち

ま
で
来き

て
く
だ
さ
る
と
は
、
本ほ

ん

当と
う

に

も
っ
た
い
な
い
こ
と
」と
拝お

が

ん
で
い
た
。

徒
と

競
きょう

争
そう

で仲
なか

良
よ

くゴールした一
いっ

世
せい

姉
し

妹
まい

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

迎む
か

え
る
に
当あ

た
り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

外
がい

務
む

大
だい

臣
じん

河
こう

野
の

 太
た

郎
ろう

（写
しゃ

真
しん

提
ていきょう

供：外
がい

務
む

省
しょう

）

内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

安
あ

倍
べ

 晋
しん

三
ぞう

（写
しゃ

真
しん

提
ていきょう

供：内
ない
閣
かく
広
こう
報
ほう
室
しつ
）

四
よん

世
せい

まで同
どう

居
きょ

する安
やす

永
なが

家
け

「        

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
来ら

い

伯は
く

歓か
ん

迎げ
い

」に
寄よ

せ
て

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

110

　

リ
ン
ス
在ざ

い

住じ
ゅ
う

の
中な

か

場ば

マ
サ
子こ

さ
ん
（
６
８
、
愛え

媛ひ
め

県け
ん

）
は
渡と

伯は
く

か
ら
５
１
年ね

ん

間か
ん

も
日に

ち

語ご

教き
ょ
う

師し

を
務つ

と

め
、
現げ

ん

在ざ
い

は
ノ
ロ
エ
ス
テ

「
明め

い

治じ

の
日に

本ほ
ん

」残の
こ

す
ノ
ロ
エ
ス
テ

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら
歓か

ん

迎げ
い

の
言こ

と

葉ば

続ぞ
く

々ぞ
く

眞
ま

子
こ

さま、いらっしゃいませ！
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社し
ゃ

会か
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

事じ

業ぎ
ょ
うに
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今こ

年と
し

の
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

は

皇こ
う

室し
つ

よ
り
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

を

お
迎む

か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
総そ

う

力り
ょ
くを
結け

っ

集し
ゅ
うし
て
盛せ

い

大だ
い

な
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

致い
た

し
ま
す
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は
言い

う
に
及お

よ

ば
ず
、
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

、
多お

お

く
の
企き

業ぎ
ょ
うや

政せ
い

府ふ

機き

関か
ん

、
民み

ん

間か
ん

団だ
ん

体た
い

と
協

き
ょ
う

調
ち
ょ
う

し
な
が
ら
、
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

で
感か

ん

謝し
ゃ

と
希き

望ぼ
う

の
目も

く

標ひ
ょ
うに
向む

か
っ
て
ブ
ラ

ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

国こ
く

の
繁は

ん

栄え
い

と
発は

っ

展て
ん

に

尽つ

く
し
、
移い

民み
ん

の
築き

ず

い
た
足そ

く

跡せ
き

を

振ふ

り
返か

え

り
、
未み

来ら
い

に
向む

か
っ
て
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
基き

盤ば
ん

強き
ょ
う

化か

に
努つ

と

め
て
ま
い
り
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
世せ

界か
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

は
核か

く

、
ミ

サ
イ
ル
の
脅

き
ょ
う

威い

や
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う、
経け

い

済ざ
い

、

民み
ん

族ぞ
く

の
争あ

ら
そい
が
絶た

え
な
い
時じ

代だ
い

で
あ
り
、
環か

ん

境き
ょ
うや
気き

象し
ょ
う

条じ
ょ
う

件け
ん

の
変へ

ん

化か

の
問も

ん

題だ
い

等な
ど

は
世せ

界か
い

規き

模ぼ

で
対た

い

応お
う

す
る
時と

き

で
世せ

界か
い

の
恒こ

う

久き
ゅ
う

平へ
い

和わ

を
目め

指ざ

す
大た

い

切せ
つ

な
時じ

期き

が
到と

う

来ら
い

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

移い

民み
ん

や
民み

ん

族ぞ
く

移い

動ど
う

の
中な

か

で
一い

ち

番ば
ん

大た
い

切せ
つ

な
こ
と
は
協

き
ょ
う

調ち
ょ
うを
旨む

ね

と
し

た
外が

い

交こ
う

政せ
い

策さ
く

で
す
。
共と

も

に
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

を
願ね

が

い
ブ
ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

は

共き
ょ
う

通つ
う

の
理り

念ね
ん

を
持も

ち
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
世せ

界か
い

で
も
稀ま

れ

に
見み

る
移い

民み
ん

成せ
い

功こ
う

例れ
い

は
大お

お

き
く
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
る
時じ

代だ
い

に
来き

て
お
り
ま
す
。

　
日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

若わ
か

い
世せ

代だ
い

に
向む

け
て
の
新あ

た
ら
し
い
集つ

ど

い
の
場ば

「
文ぶ

ん

協き
ょ
う

総そ
う

合ご
う

セ
ン
タ
ー
開か

い

発は
つ

計け
い

画か
く

」（
６
０
０
万ま

ん

平へ
い

方ほ
う

メ
ー

ト
ル
）
を
進す

す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

と
い
う
新あ

た
らし
い
国く

に

づ
く
り
に
向む

か
っ
て
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

を
お
迎む

か

え
す
る
に
あ
た
り
、

若わ
か

い
人ひ

と

た
ち
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
り
、
若わ

か

者も
の

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

、

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
推す

い

進し
ん

さ
せ
て
い
た

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

を
お
迎む

か

え
す
る
に
あ
た
っ
て

が
我わ

れ

々わ
れ

に
残の

こ

し
て
下く

だ

さ
っ
た
ブ

ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
、

い
か
に
し
て
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に
引ひ

き

継つ

い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、

最さ
い

重じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

項こ
う

の
ひ
と
つ
と
捉と

ら

え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今こ

ん

回か
い

の
式し

き

典て
ん

開か
い

催さ
い

に
際さ

い

し
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
多お

お

く
起き

用よ
う

す
る
な
ど
、
次じ

世せ

代だ
い

の

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

、
今い

ま

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は

ブ
ラ
ジ
ル
の
大だ

い

地ち

に
定て

い

着ち
ゃ
くし
、

１
９
０
万ま

ん

人に
ん

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
形け

い

成せ
い

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

に
於お

い
て
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
本ほ

ん

領り
ょ
うを
発は

っ

揮き

さ

れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な

位い

置ち

づ
け
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
先せ

ん

駆く

移い

民み
ん

や
先せ

ん

人じ
ん

た
ち

が
築き

ず

い
て
来こ

ら
れ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

勤き
ん

勉べ
ん

、
努ど

力り
ょ
く、
正

し
ょ
う

直じ
き

と
い
う
日に

本ほ
ん

人じ
ん

特と
く

有ゆ
う

の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

の
賜た

ま

物も
の

と
感か

ん

じ
て
お
り
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

は
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
と
共と

も

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま

す
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
二に

十じ
ゅ
う

一い
っ

回か
い

目め

を
迎む

か

え
、
郷

き
ょ
う

土ど

食し
ょ
く、
郷

き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

祭ま
つ

り
と
各か

く

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

が
一い

ち

堂ど
う

に

集あ
つ

ま
り
、
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
う、

役や
く

員い
ん

、
会か

い

員い
ん

、
家か

族ぞ
く

、
総そ

う

出で

で

食し
ょ
くと
文ぶ

ん

化か

の
発は

っ

信し
ん

を
し
ま
す
。

企き

業ぎ
ょ
う

参さ
ん

加か

を
含ふ

く

め
た
新あ

た
ら
し
い
民み

ん

間か
ん

団だ
ん

体た
い

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
主し

ゅ

導ど
う

す
る
社し

ゃ

会か
い

的て
き

新し
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

で
あ
り
、
民み

ん

間か
ん

団だ
ん

体た
い

が
行お

こ

な
う

　

今こ
ん

回か
い

は
、
皇こ

う

室し
つ

よ
り
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
の

ア
セ
ル
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

を
御ご

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
、
ま
た
ロ
ー
ラ
ン
ジ
ア

移い

民み
ん

セ
ン
タ
ー
で
は
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

に
御ご

臨り
ん

席せ
き

さ
れ
ま
す
。

　

翌よ
く

日じ
つ

、
マ
リ
ン
ガ
市し

ア
セ
マ

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

に
て
、
パ

ラ
ナ
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

や

企き

業ぎ
ょ
う

経け
い

営え
い

者し
ゃ

５
０
０
人に

ん

以い

上
じ
ょ
う

の
方か

た

々が
た

と
の
食

し
ょ
く

事じ

会か
い

に
御ご

臨り
ん

席せ
き

、

午ご

後ご

６
時じ

か
ら

は
パ
ル
ケ
・
デ
・

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

が
、
パ
ラ
ナ

州し
ゅ
うで
は
７
月が

つ

１
９
日に

ち

か
ら
２
２

日に
ち

に
か
け
て
マ
リ
ン
ガ
市し

の
パ
ル

ケ
・
デ
・
エ
ス
ポ
ジ
ソ
ン
で
行お

こ
な
わ

れ
ま
す
。こ
の
期き

間か
ん

中ち
ゅ
うに
エ
ス
ポ・

ジ
ャ
パ
ン
、
ア
ブ
ラ
キ
の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

カ

ラ
オ
ケ
大た

い

会か
い

も
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
。

喜よ
ろ
こび
で
満み

た
さ
れ
ま
し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

に

於お

か
れ
ま
し
て
は
、
１
８
日に

ち

か
ら

１
１
日に

ち

間か
ん

に
か
け
て
、
大た

い

変へ
ん

お

忙い
そ
がし
い
日に

っ

程て
い

で
の
ご
公こ

う

務む

で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
１
４
都と

市し

を

ご
訪ほ

う

問も
ん

下く
だ

さ
い
ま
す
。そ
の
中な

か

に
、

皇こ
う

族ぞ
く

の
方か

た

々が
た

に
お
い
て
初は

つ

と
な
る

カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア
の
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

が
、
ご
訪ほ

う

問も
ん

予よ

定て
い

地ち

の
一ひ

とつ
に
あ

る
と
お
伺う

か
がい
し
、
感か

ん

無む

量り
ょ
うの
思お

も

い

が
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
常つ

ね

に
私わ

た
し
ど
も
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

に
対た

い

し
お
心こ

こ
ろ
を
お
寄よ

せ

下く
だ

さ
る
皇こ

う

室し
つ

の
お
気き

持も

ち
に
、
感か

ん

謝し
ゃ

の
思お

も

い
で
一い

っ

杯ぱ
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今こ
ん

回か
い

の
皇こ

う

族ぞ
く

ご
訪ほ

う

問も
ん

に
於お

き
ま
し

て
は
先せ

ん

人じ
ん

の
思お

も

い
を
胸む

ね

に
、
先せ

ん

人じ
ん

と
共と

も

に
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

を
お

迎む
か

え
す
る
気き

持も

ち
で
、
真ま

心ご
こ
ろを
込こ

め
て
臨の

ぞ

み
た
い
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

を
迎む

か

え
る
本ほ

ん

年ね
ん

は
、
過か

去こ

を
振ふ

り
返か

え

り
先せ

ん

人じ
ん

に
深ふ

か

い
敬け

い

意い

を
払は

ら

う
と
同ど

う

時じ

に

こ
れ
か
ら
先さ

き

の
未み

来ら
い

に
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

指し

導ど
う

者し
ゃ

の
育い

く

成せ
い

に
も
力ち

か
らを
注そ

そ

い
で

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中な

か

、
皇こ

う

室し
つ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
同お

な

じ
く
日に

本ほ
ん

の
こ
れ

か
ら
を
担に

な

わ
れ
る
お
若わ

か

い
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

に
ご
臨り

ん

席せ
き

を
賜た

ま
わ
れ

る
こ
と
は
、
今こ

ん

回か
い

の
式し

き

典て
ん

に
大た

い

変へ
ん

ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
、
意い

義ぎ

深ぶ
か

い

と
こ
と
だ
と
感か

ん

じ
て
お
り
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
未み

来ら
い

に
お
け
る
日に

ご
あ
い
さ
つ

思お
も

い
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
皇こ

う

室し
つ

よ
り
、
こ
の
度た

び

の
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

す
る
た
め
に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る

大た
い

変へ
ん

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
式し

き

典て
ん

に
、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
ご

臨り
ん

席せ
き

を
賜た

ま
わ

れ
る

と
の
正せ

い

式し
き

な
通つ

う

達た
つ

を
受う

け
た
日ひ

は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

が
大お

お

き
な

Mensagem de
Saudação 
a Princesa Mako
Por Fábio Maeda 
presidente da Comissão Organizadora para as 
Comemorações dos 100 Anos da Colonização 
Japonesa em Promissão e para as Comemorações 
dos 110 Anos da Imigração Japonesa no Brasil

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん
移い

民み
ん
１
１
０
周
し
ゅ
う
年ね
ん
記き

念ね
ん
祭さ
い
典て
ん
委い

員い
ん
会か
い
実じ
っ
行こ
う
委い

員い
ん
長ち
ょ
う
　

菊き
く

地ち 

義よ
し

治は
る

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
結む

す

び
つ
き
が
よ
り
強

き
ょ
う

固こ

な
も
の
と

な
り
、
な
お
か
つ
末す

え

永な
が

い
も
の

で
あ
る
と
い
う
大お

お

き
な
希き

望ぼ
う

を

与あ
た

え
て
下く

だ

さ
る
今こ

ん

回か
い

の
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
、
改あ

ら
た
め

て
心こ

こ
ろ
か
ら
の
歓か

ん

迎げ
い

の
意い

を
表あ

ら
わ
し

つ
つ
、
私わ

た
しの
挨あ

い

拶さ
つ

と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

民み
ん

の
皇こ

う

室し
つ

に
対た

い

す
る
思お

も

い
は
深ふ

か

い

も
の
が
あ
り
、
特と

く

別べ
つ

な
存そ

ん

在ざ
い

で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言い

う
ま
で

も
な
く
、
そ
れ
は
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
於お

い
て
も
変か

わ
ら
な
く
続つ

づ

く

く
、
幾い

く

重え

に
も
く
る
ん
だ
布ぬ

の

を

ほ
ど
き
、
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
御ご

真し
ん

影え
い

を
掲か

か

げ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思お

も

う
の
で
す
。

　

か
つ
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の

家い
え

に
は
必か

な
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

家い
え

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
御ご

真し
ん

影え
い

が
飾か

ざ

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思お

も

え

ば
、
そ
れ
は
容よ

う

易い

に
推す

い

測そ
く

が
で
き

る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

ブラジル日
に

本
ほん

移
い

民
みん

110周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

祭
さい

典
てん

委
い

員
いん

会
かい

祭
さい

典
てん

委
いいんちょう

員長

呉
ごや

屋 春
はるみ

美

パラナ日
にっ

伯
ぱく

文
ぶん

化
か

連
れん

合
ごう

会
かい

会
かいちょう

長

上
かみ

口
ぐち

 寛
ひろし

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

眞ま

子こ

さ
ま
ご
来ら

い

伯は
く

に
よ
せ
て

110
た
。
何な

ん

日に
ち

も
か
け
て
大お

お

海う
な

原ば
ら

を

超こ

え
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
地ち

で
初は

じ

め
て
自じ

分ぶ
ん

の
家い

え

を
も
っ
た
と
き
、
ま
ず
最さ

い

初し
ょ

に
し

た
こ
と
と
言い

え
ば
、
休や

す

む
こ
と
で

も
な
く
食

し
ょ
く

事じ

を
す
る
こ
と
で
も
な

だ
き
、
次じ

世せ

代だ
い

の
若わ

か

者も
の

の
活か

つ

動ど
う

の

場ば

と
し
て
感か

ん

動ど
う

の
出で

会あ

い
が
大お

お

き

く
前ぜ

ん

進し
ん

す
る
も
の
と
思お

も

い
ま
す
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
輪わ

が
ま
す
ま
す
強

き
ょ
う

固こ

な
も
の
と
な

り
、
未み

来ら
い

永え
い

劫ご
う

に
繁は

ん

栄え
い

さ
れ
ん

こ
と
を
心こ

こ
ろ
か
ら
願ね

が

う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
日に

本ほ
ん

を
離は

な

れ
、
遠と

お

い
ブ
ラ
ジ
ル
に
行い

く
決け

っ

心し
ん

を
し
た

私わ
た
した
ち
の
先せ

ん

人じ
ん

は
、
当と

う

時じ

の
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
御ご

真し
ん

影え
い

を
幾い

く

重え

に
も

し
た
布ぬ

の

に
く
る
み
、
何な

に

よ
り
も

大た
い

切せ
つ

に
持も

ち
、
海う

み

を
渡わ

た

り
ま
し

エ
ス
ポ
ジ
サ
オ
で
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

、
シ
ー
ダ
・
ボ
ル
ゲ
ツ
テ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

が
ご
挨あ

い

拶さ
つ

さ
れ
、
パ
ラ
ナ
・

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
。

　

パ
ラ
ナ
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

を
代だ

い

表
ひ
ょ
う

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
御ご

臨り
ん

席せ
き

賜た
ま
わり
、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

に

心こ
こ
ろよ
り
お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
な
り
ま
し
た
が
、
パ

ラ
ナ
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

を
は
じ
め
、
パ

ラ
ナ
州し

ゅ
う
の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
ご
来ら

い

場じ
ょ
うを

心こ
こ
ろよ
り
お
待ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。

Há 110 anos, o navio Kasato Maru 
aportou em Santos com os primei-

ros 781 imigrantes japoneses.
A comunidade nipo-brasileira com mais 
de um milhão de descendentes no país, é 
considerada hoje como a maior popula-
ção de origem japonesa fora do Japão.
No decorrer desta história muitas lutas 
foram travadas. A dedicação desses 
pioneiros nas lavouras de café, algodão, 
nos desbravamentos de terras, permitiu a 

conquista de seu espaço dentro da sociedade brasileira. Marí-
lia possui em torno de  230.000 habitantes, e dentre eles, cerca 
de 2.500 famílias são de japoneses e descendentes.
Dentre os nikkeis que se destacaram em Marília, temos:
- Diogo Nomura, duas vezes Deputado Federal,
- Dr. Akira Nakadaira, precursor da videoendoscopia no Brasil,
- Dr. Roberto Mizubuchi, com a introdução da cirurgia artros-
cópica,
- Tetsuo Okamoto, primeiro atleta olímpico a conquistar uma 
medalha de bronze para o Brasil, em natação, nos Jogos de 1952.
Embora mais de um século tenha se passado desde a chegada 
da primeira geração de imigrantes, a cultura milenar japonesa 
continua sendo preservada.
A realização do tradicional Undokai (gincana esportiva), Bon 
Odori (danças folclóricas do Dia de Finados) perpetuam a cul-
tura da Terra do Sol Nascente.
O Japan Fest é o maior evento da colônia japonesa mariliense, 
com o objetivo de manter e divulgar a tradição da cultura ja-
ponesa, onde participam 13 entidades filantrópicas e mais de 
700 voluntários, tendo o apoio dos órgãos governamentais do 
município e do estado de São Paulo.
A culinária japonesa, como o sushi e sashimi, muito apreciada 
pelos nikkeis, já conquistou também o paladar dos brasileiros. 
O animado karaokê, as aulas de Artes Marciais, a delicada 
arte da dobradura conhecida como origami e os harmoniosos 
arranjos florais, ikebana, são alguns exemplos que estão incor-
porados à cultura mariliense.
Os imigrantes japoneses que aqui chegaram, geraram em-
pregos à população através de suas empresas. Destacam-se a 
Indústria Ikeda, implementos agrícolas, Sasazaki, portas e ja-
nelas, Shoyu Maruyama, de molho de soja e Granja Shintaku. 
Importante ressaltar também o centro comercial da cidade 
com diversos estabelecimentos sob a direção de nikkeis.
Com o apoio de órgãos governamentais, a Associação Cultu-
ral e Esportiva Nikkey Clube de Marília, fortalece os laços de 
amizade entre Brasil e Japão, desenvolvendo várias atividades 
como gatebol, tênis campo, mallet, judô, tênis de mesa, taiko, 
aulas de língua japonesa, etc., destacando-se principalmente a 
atuação em beisebol e softbol.
Marília é cidade-irmã de Hiroshima, no Japão, e, também, 
há a possibilidade de se consolidar mais um tratado de ir-
mandade com o município de Oizumisano, como sendo a 
segunda cidade-irmã.
No ano em que comemoramos os 110 anos de imigração ja-
ponesa, Sua Alteza, princesa Mako, representando a Família 
Imperial do Japão, participará das festividades no Brasil. No dia 
22 de julho, Marília estará recebendo a ilustre visita da prince-
sa. Este marco histórico será eternamente registrado na memó-
ria de todos os presentes, imigrantes e seus descendentes, não 
somente pela sua presença, mas, pelo legado de bons exemplos 
que a rica cultura japonesa deixou para a sociedade brasileira, 
de respeito pelo trabalho, educação, honestidade e ética.

Bem-vinda, Princesa Mako!

A região noro-
este do Es-

tado de São Pau-
lo foi a primeira 
a ser colonizada 
pelos imigrantes 
japoneses.
Após 100 anos da
Colonização Japo- 
nesa em Promissão 
finalmente a tão aguardada visita de um 
representante da Família Imperial Japo-
nesa pisará em terras Promissenses, a 
Princesa Mako.
È um motivo de muita honra, orgulho e 
emoção para os imigrantes japoneses e 
seus descendentes, podemos perceber no 
rosto de cada um da comunidade Nikkei, 
principalmente entre os mais idosos.
Isso demonstra que todo o esforço e 
sacrifício do início da Colonização 
japonesa em Promissão e região real-
mente valeram a pena.
O Marco do Centenário da Coloniza-
ção Japonesa em Promissão a ser inau-
gurado pela Princesa Mako, simboliza 
os laços de amizade Brasil-Japão, que 
se tornam mais próximos ainda com a 
visita da Princesa Mako
O interior do Estado de São Paulo, 
a região noroeste e principalmente 
Promissão estão em festa e de braços 
abertos para receber a Princesa Mako.
A visita da Princesa Mako será um 
marco  para Promissão e toda a re-
gião noroeste do Estado de São Paulo, 
estreitando ainda mais os laços de 
amizade entre o Japão, a comunidade 
Nipo Brasileira e o Brasil.

-------------  X------------- 
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日
に ほん

本ブラジル移
い みん

民 110 周
しゅう ねん

年記
き ねん

念祭
さい てん

典プログラム
眞

ま こ

子内
ない しん のう

親王および日
にっ

伯
ぱく

両
りょう こく

国来
らい ひん

賓御
ご

臨
りん せき

席
   会
かい じょう

場     第
だい

21 回
かい

日
に ほん

本祭
まつ

り内
ない

110 周
しゅう ねん

年アリーナ
   日

にちじ

時     7 月
がつ

21日
にち

午
ご ぜん

前 9時
じ

30 分
ぷん

110 周
しゅう ねん

年アリーナ・アクセスゲート開
かい ほう

放

10:00 オープニング・ミュージックショー
11:00 芸

げい のう

能ショー『 結
ゆい

 ‒ 次
じ せ だい

世代に繋
つな

ぐ未
み らい

来へのかけ橋
ばし

』前
ぜん はん

半
第
だい

1部
ぶ

「 彩
あや

 - 日
に ほん

本の色
いろ

 」
1 日

に ほん

本舞
ぶ よう

踊「さくらさくら」   踊
おど

り手
て

    藤
ふじ ま

間流
りゅう

日
に ほん

本舞
ぶ よう

踊学
がっ こう

校、花
はな

柳
やぎ

流
りゅう

金
きん

龍
りゅう

会
かい

、京
きょう

藤
ふじ ま

間流
りゅう

、池
いけ

芝
しば

流
りゅう

2 紡
つむ

ぐ・決
けっ しん

心   和
わ

太
だい こ

鼓    パラーダ太
たい こ

鼓、ブラジル太
だい こ

鼓協
きょう かい

会
  三
しゃ み せん

味線    赤
あか ぼり

堀三
しゃ み せん

味線教
きょう しつ

室
3 平

へい せい

成鳥
とっ とり

取音
おん ど

頭   踊
おど

り手
て

    鳥
とっ とり

取シャンシャン傘
かさ

踊
おど

り

4 獅
し し

子、大
だい じゃ

蛇、
龍
じゃ

踊
おど

り

ブラジル神
かぐら

楽団
だん

（広
ひろ しま

島県
けん じん かい

人会）、長
なが さき

崎県
けん じん かい

人会、レキオス芸
げい のう

能
同
どう こう かい

好会エイサー太
たい こ

鼓、琉
りゅう きゅう

球國
こく

祭
まつ

り太
だい こ

鼓、獅
し し まい

子舞青
せい ねん

年サンタ・クララ、
獅

し し まい

子舞青
せい ねん

年サント・アンドレ、カンピーナス獅
し し まい

子舞

5 イペー音
おん ど

頭   踊
おど

り手
て

    ブラジル健
けん こう

康体
たい そう

操協
きょう かい

会　    歌
か しゅ

手      中
なか ひら

平マリコ
12:00 式

しき てん

典

12:05 パレード
■ ブラジル海

かい ぐん

軍楽
がく だん

団パレード入
にゅう じょう

場。■ 海
かい へい たい

兵隊による、ブラジル
国
こっ き

旗、日
に ほん

本国
こっ き

旗、ブラジル 27 州
しゅう

旗
き

入
にゅう じょう

場。■ ボーイスカウトによる
日
に ほん

本 47 都
と どう ふ けん

道府県旗
き

入
にゅう じょう

場。■ 国
こっ き

旗・州
しゅう

旗
き

・都
と どう ふ けん

道府県旗
き

の並
へい れつ

列

12:15 日
に ほん

本、ブラジル、両
りょう こく

国の国
こっ か

歌斉
せい しょう

唱
12:20 来

らい ひん

賓挨
あい さつ

拶
12:45 伝

でん とう

統芸
げい のう

能ショー
阿
あ わ

波踊
おど

り   踊
おど

り手
て

    レプレーザ阿
あ わ

波踊
おど

り　    演
えん そう

奏      グループ民
みん

シンカヌチャー   踊
おど

り手
て

    琉
りゅう きゅう

球國
こく

祭
まつ

り太
だい こ

鼓、レキオス芸
げい のう

能同
どう こう かい

好会エイサー太
たい こ

鼓
13:00 式

しき てん

典終
しゅう りょう

了
13:05 芸

げい じゅつ

術ショー『 結
ゆい

‒ 次
じ せ だい

世代に繋
つな

ぐ未
み らい

来へかけ橋
はし

』後
こう はん

半
第
だい

2部
ぶ

「瑞
ずい

 ‒ 祝
いわ

い」
6 琉

りゅう きゅう

球舞
ぶ よう

踊　四
よ

つ竹
だけ

  踊
おど

り手
て

    ブラジル琉
りゅう きゅう

球舞
ぶ よう

踊協
きょう かい

会
7 ストリート・オブ・ソーラン   踊

おど

り手
て

    ヨサコイグループ 太
たい こ

鼓：ブラジル太
だい こ

鼓協
きょう かい

会
8 時

とき

の流
なが

れ   踊
おど

り手
て

    松
しょう

伯
はく

・大
おお

志
し

万
まん

学
がく えん

園、ピオネイロ校
こう
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会
（注
ちゅう

）このプログラムは予
よ こく

告なしに変
へん こう

更する場
ば あい

合もあります

森
もり

岡
おか

和
かず

さん

が
あ
り
ま
す
。
日に

本ほ
ん

か
ら
こ
ん
な

に
も
遠と

お

い
伯は

っ

国こ
く

に
来き

て
い
た
だ
い

た
眞ま

子こ

様さ
ま

に
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

が

伯は
っ

国こ
く

に
蒔ま

い
た
『
ル
ー
ツ
』
と
い

う
種た

ね

が
大お

お

き
な
木き

と
な
っ
て
、
花は

な

が
咲さ

き
誇ほ

こ

る
様よ

う

子す

を
見み

て
い
た
だ

き
た
い
」
と
語か

た

り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と

の
触ふ

れ
合あ

い
を
期き

待た
い

し
た
。

　

同お
な

じ
く
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

の
岩い

わ

切き
り

厚あ
つ

美み

さ
ん
（
６
８
、
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

）
は

「
本ほ

ん

当と
う

に
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
よ
く
伯は

っ

国こ
く

ま
で
来き

て
く
れ

ま
し
た
。
初は

じ

め
て
の
場ば

所し
ょ

で
し
ょ

う
が
、
楽た

の

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
お

祝い
わ

い
に
来き

て
い
た
だ
き
と
て
も
嬉う

れ

し
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
心こ

こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。

　

通つ
う

訳や
く

と
し
て
映え

い

画が

製せ
い

作さ
く

を
援え

ん

助じ
ょ

し
た
黒く

ろ

津つ

ニ
ウ
ヴ
ァ
さ
ん

（
６
０
、
二に

世せ
い

）
は
「
私わ

た
し
は
二に

世せ
い

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

か
ら
デ

カ
セ
ギ
の
生せ

い

活か
つ

ま
で
を
描え

が

い
た

長ち
ょ
う

編へ
ん

映え
い

画が

『
Ｇ
ａ
ｉ
ｊ
ｉ
ｎ

―
Ａ
ｍ
ａ　
ｍ
ｅ　
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ　

ｓ
ｏ
ｕ
』（
山や

ま

崎さ
き

千ち

津づ

薫か

監か
ん

督と
く

、

２
０
０
５
年ね

ん

）
の
シ
ノ
ブ
役や

く

と
し

て
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
た
女じ

ょ

優ゆ
う

の
ナ
ガ
ヤ
マ
・

エ
ダ
さ
ん
（
４
７
、
三さ

ん

世せ
い

）。

　
「
私

わ
た
し

達た
ち

に
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ル
ー
ツ

　

取し
ゅ

材ざ
い

を
頼た

の

む
と
「
日に

本ほ
ん

語ご

は

ち
ょ
っ
と
」
と
謙け

ん

遜そ
ん

し
つ
つ
も
、

母ぼ

語ご

の
よ
う
に
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うな
日に

本ほ
ん

語ご

を
喋し

ゃ
べ
る
松ま

つ

山や
ま

さ
ん
は
パ
ラ
グ
ア

ス
ー
・
パ
ウ
リ
ス
タ
市し

で
教

き
ょ
う

師し

を

し
て
い
た
母は

は

に
育そ

だ

て
ら
れ
た
。
就

し
ゅ
う

労ろ
う

の
た
め
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

、
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

ナガヤマさん、黒
くろ

津
つ

さん、岩
いわ

切
きり

さん

　

農の
う

協き
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
の
第だ

い

２
４
回か

い

会か
い

合ご
う

で

白は
く

寿じ
ゅ

の
お
祝い

わ

い
を
受う

け
た
森も

り

岡お
か

和か
ず

さ
ん
（
９
８
、
高こ

う

知ち

県け
ん

）
は

２
１
歳さ

い

で
花は

な

嫁よ
め

移い

民み
ん

と
し
て
伯は

っ

国こ
く

へ
。「
お
ば
ち
ゃ
ん
が
移い

民み
ん

し

と
し
て
、
眞ま

子こ

様さ
ま

の
到と

う

着ち
ゃ
くを
楽た

の

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
お

祝い
わ

い
は
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ

な
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見み

て
い
た
だ
き
た

い
」
と
期き

待た
い

し
た
。

に
１
０
年ね

ん

住す

ん
で
い
た
と
い
う
経け

い

験け
ん

も
。「
日に

本ほ
ん

か
ら
プ
リ
ン
セ
ー

ザ
が
来く

る
」
と
い
う
こ
と
で
懐な

つ

か

し
の
日に

本ほ
ん

を
思お

も

い
出だ

し
、「
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

は
皆

み
ん
な

親し
ん

切せ
つ

。
良よ

い
と
こ
ろ
だ

よ
ね
」
と
微ほ

ほ
え笑
ん
だ
。

　

松ま
つ

永な
が

さ
ん
に
伯は

っ

国こ
く

の
良よ

い
と
こ

ろ
を
聞き

く
と
、「
果く

だ

物も
の

が
豊ほ

う

富ふ

で

大お
お

き
な
自し

然ぜ
ん

が
あ
る
と
こ
ろ
。
僕ぼ

く

は
自し

然ぜ
ん

が
大だ

い

好ず

き
」
と
答こ

た

え
た
。

パ
ラ
グ
ア
ス
ー
市し

を
「
田い

な
か舎
」
と

懐な
つ

か
し
む
松ま

つ

永な
が

さ
ん
。
子こ

ど
も

の
頃こ

ろ

か
ら
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

に
触ふ

れ
て

育そ
だ
っ
て
き
た
そ
う
だ
。

　
「
眞ま

子こ

さ
ま
は
伯は

っ

国こ
く

が
初は

じ

め
て

と
聞き

い
た
。
ぜ
ひ
田い

な
か舎
に
も
行い

っ

て
、
大だ

い

自し

然ぜ
ん

に
触ふ

れ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
期き

待た
い

し
た
。

松
まつ

永
なが

清
きよし

さん

ビ
で
眞ま

子こ

さ
ま
が
ご
来ら

い

伯は
く

さ
れ

る
こ
と
を
知し

っ
た
。
た
く
さ
ん

の
と
こ
ろ
を
回ま

わ

ら
れ
る
よ
う
で
、

素す

敵て
き

な
こ
と
だ
と
思お

も

っ
た
」
と

は
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
新し

ん

聞ぶ
ん

や
テ
レ

ブ
ラ
ジ
ル
で
生い

き
抜ぬ

く

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
姿す

が
た

を
見み

て
頂い

た
だ

き
た
い

松ま
つ

永な
が

さ
ん
の
周

し
ゅ
う

囲い

に
は
、
日に

っ

系け
い

の

友ゆ
う

人じ
ん

が
集あ

つ

ま
っ
て
き
て
い
た
。

た
時と

き

は
満ま

ん

州し
ゅ
うに
行い

く
人ひ

と

と
、
伯は

っ

国こ
く

を
選え

ら

ぶ
人ひ

と

が
い
た
。
満ま

ん

州し
ゅ
うで
は

食た

べ
物も

の

が
不ふ

足そ
く

し
て
苦く

労ろ
う

し
た
と

よ
く
聞き

い
て
い
た
」
と
回か

い

想そ
う

し
た
。

　
「
伯は

っ

国こ
く

は
食た

べ
物も

の

が
豊ゆ

た

か
に
あ

笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

を
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うに
操あ

や
つ
る
前ま

え

田だ

さ
ん
は
聖せ

い

州し
ゅ
うパ
ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

ポ

ン
ペ
イ
ア
で
生う

ま
れ
育そ

だ

っ
た
。

父ち
ち

は
熊く

ま

本も
と

県け
ん

か
ら
１
９
２
８
年ね

ん

に
渡と

伯は
く

、
福ふ

く

井い

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
母は

は

は

９
歳さ

い

で
家か

族ぞ
く

と
共と

も

に
移い

民み
ん

し
、

１
７
歳さ

い

で
結け

っ

婚こ
ん

し
た
そ
う
だ
。

前
まえ

田
だ

春
はる

代
よ

さん

る
せ
い
か
、
子こ

供ど
も

が
と
て
も
素す

直な
お

。
日に

っ

系け
い

の
若わ

か

い
世せ

代だ
い

と
お
触ふ

れ

合あ

い
に
な
る
こ
と
で
、
眞ま

子こ

様さ
ま

に

も
何な

に

か
を
感か

ん

じ
て
頂い

た
だけ
た
ら
」
と

語か
た

り
、
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
つ
い
て
「
皇こ

う

室し
つ

の
方か

た

が
わ
ざ
わ
ざ
来き

て
く
だ
さ
っ

感か
ん

じ
た
ま
ま
を
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

に

お
伝つ

た

え
い
た
だ
け
れ
ば

旅り
ょ

行こ
う

に
行い

っ
た
け
ど
、
ま
た
行い

き
た
い
わ
！　

一い
っ

世せ
い

の
主し

ゅ

人じ
ん

は

た
ま
に
『
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

り
た
い
』

と
言い

う
の
よ
」
と
豪ご

う

快か
い

に
笑わ

ら

っ

た
。

　

取し
ゅ

材ざ
い

中ち
ゅ
うに
何な

ん

人に
ん

も
の
客き

ゃ
く
が
来き

て
は
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
手て

に
し
、
店て

ん

員い
ん

と

会か
い

話わ

を
楽た

の

し
み
購こ

う

入に
ゅ
う、「
ア
テ
」

と
言い

っ
て
去さ

っ
て
い
く
。
活か

っ

気き

あ
る
店て

ん

内な
い

の
中な

か

に
は
豊ほ

う

富ふ

な
種し

ゅ

類る
い

の
健け

ん

康こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

が
ズ
ラ
リ
と
並な

ら

ん
で
お
り
、
店て

ん

員い
ん

の
知ち

識し
き

も
豊ほ

う

富ふ

、
お
得と

く

意い

の
客き

ゃ
く
も
多お

お

い
と
か
。

同ど
う

店て
ん

は
今こ

年と
し

で
１
６
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
。

　

広ひ
ろ

瀬せ

さ
ん
は
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
見み

渡わ
た

し
、

「
眞ま

子こ

さ
ま
に
は
、
ア
サ
イ
ー
な

ん
か
は
良よ

い
と
思お

も

い
ま
す
よ
！

　

元げ
ん

気き

が
良よ

く
な
る
し
美び

容よ
う

に

も
。
ほ
か
に
プ
ロ
ポ
リ
ス
や
ア

ガ
リ
ク
ス
な
ん
か
も
試た

め

し
て
い

た
だ
き
た
い
わ
」
と
お
勧す

す

め
の

健け
ん

康こ
う

商し
ょ
う

品ひ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

快か
い

活か
つ

に
喋し

ゃ
べ
り
笑わ

ら

う
『
健け

ん

康こ
う

そ

の
も
の
』
の
広ひ

ろ

瀬せ

さ
ん
。
眞ま

子こ

さ
ま
の
ご
来ら

い

伯は
く

に
つ
い
て
「
伯は

っ

国こ
く

で
見み

て
感か

ん

じ
て
頂い

た
だ
い
た
こ
と

を
、
そ
の
ま
ま
日に

本ほ
ん

に
感か

ん

じ
た

ま
ま
に
伝つ

た

え
て
い
た
だ
き
た
い

わ
」
と
微ほ

ほ
え笑
ん
だ
。

わ
か
る
よ
う
な
場ば

所し
ょ

に
行い

く
の

も
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
で
は
」
と
語か

た

り
、

「
日に

本ほ
ん

は
良よ

い
と
こ
ろ
だ
か
ら

ね
。
子こ

供ど
も

を
連つ

れ
て
３
、４
回か

い

子す

で
聞き

き
返か

え

し
、「
良よ

い
こ
と
ね

え
！
素す

晴ば

ら
し
い
こ
と
よ
」
と

喜よ
ろ
こん
だ
。

　
「
眞ま

子こ

さ
ま
に
は
、
伯は

っ

国こ
く

の

色い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
行い

っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
リ
オ
の
ス
ラ
ム
街が

い

や
公こ

う

立り
つ

病び
ょ
う

院い
ん

な
ど
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

が

ブ
ラ
ジ
ル
の
大だ

い

自し

然ぜ
ん

に
触ふ

れ
て
頂い

た
だ

き
た
い

広
ひろ

瀬
せ

ローザさん

若わ
か

い
日に

っ

系け
い

世せ

代だ
い

と
の
お
触ふ

れ
合あ

い
を

　

ガ
ル
ボ
ン
・
ブ
エ
ノ
街が

い

と
バ

ロ
ン
・
ド
・
イ
グ
ア
ッ
ペ
街が

い

の

角か
ど

に
店み

せ

を
構か

ま

え
る
健け

ん

康こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

店て
ん

「
Ｋ
ｅ
ｎ
ｋ
ｏ　

Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｓ

ｅ
」の
広ひ

ろ

瀬せ

ロ
ー
ザ
さ
ん（
７
０
、

二に

世せ
い

）
は
、「
え
、
プ
リ
ン
セ
ー

ザ
が
来く

る
の
？
」
と
驚お

ど
ろ
い
た
様よ

う

　

２
３
歳さ

い

で
出

し
ゅ
っ

聖せ
い

し
た
前ま

え

田だ

さ

ん
は
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

の
ブ

ラ
デ
ス
コ
銀ぎ

ん

行こ
う

横よ
こ

に
あ
っ
た
薬や

っ

局き
ょ
くに
約や

く

５
０
年ね

ん

勤つ
と

め
て
い
た
が
、

閉へ
い

店て
ん

し
た
た
め
現げ

ん

在ざ
い

の
店み

せ

へ
。

　

色し
き

調ち
ょ
うの
違ち

が

う
青あ

お

色い
ろ

の
服ふ

く

や
靴く

つ

で
身み

を
包つ

つ

む
お
洒し

ゃ

落れ

な
前ま

え

田だ

さ

ん
。「
こ
の
色い

ろ

合あ

い
は
飽あ

き
が
来こ

　

聖せ
い

市し

ガ
ル
ボ
ン
・
ブ
エ
ノ
街が

い

の
日に

ち

用よ
う

品ひ
ん

店て
ん

に
５
年ね

ん

勤つ
と

め
る
前ま

え

田だ

春は
る

代よ

さ
ん
（
二に

世せ
い

、
７
６
）

て
あ
り
が
た
い
。
眞ま

子こ

様さ
ま

に
は
伯は

っ

国こ
く

で
育そ

だ
つ
素す

直な
お

な
子こ

供ど
も

達た
ち

を
見み

て

ほ
し
い
」
と
微ほ

ほ
え笑
ん
だ
。

取し
ゅ

材ざ
い

し
た
。
松ま

つ

永な
が

さ
ん
は
ア
ル

ジ
ャ
ー
近き

ん

郊こ
う

の
町ま

ち

か
ら
毎ま

い

日に
ち

バ
ス

に
乗の

り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
通か

よ
っ
て
い

る
。
日に

っ

課か

と
な
っ
た
出

し
ゅ
っ

聖せ
い

に
「
散さ

ん

歩ぽ

み
た
い
な
も
の
よ
」
と
微ほ

ほ

笑え

む

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯は

い

伯は
っ

国こ
く

対た
い

ベ
ル

ギ
ー
戦せ

ん

が
行お

こ

な
わ
れ
た
日ひ

の
昼ひ

る

間ま

、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

の
ベ
ン

チ
に
腰こ

し

掛か

け
休

き
ゅ
う

憩け
い

し
て
い
た
松ま

つ

永な
が

清き
よ
しさ
ん
（
二に

世せ
い

、
８
６
）
に

日に
 ほ
ん本
ブ
ラ
ジ
ル
移い

 み
ん民
１
１
０
周し

ゅ
う
 ね
ん年
記き

 ね
ん念
・
眞ま

 こ子
内な

い
 し
ん
 の
う

親
王
ご
来ら

い

伯は
く

『
ガ
イ
ジ
ン
２
』ス
タ
ッ
フ

「
移い

民み
ん

が
蒔ま

い
た
種た

ね

か
ら
花は

な

」

日
に ほん

本ブラジル
眞

ま こ

子内

な
い
」
と
程ほ

ど

よ
く
色い

ろ

落お

ち
し
た

青あ
お

の
エ
プ
ロ
ン
を
撫な

で
た
。

　
「
眞ま

子こ

様さ
ま

に
は
色い

ろ

ん
な
と
こ
ろ

を
見み

て
い
た
だ
き
た
い
。
私わ

た
し
の

よ
う
な
日に

本ほ
ん

か
ら
来き

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
伯は

っ

国こ
く

で
ど
う
過す

ご
し
て
い
る

か
、
見み

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
」
と
語か

た

っ
た
。
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そ
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

局き
ょ
くで
働

は
た
ら

く
齋さ

い

藤と
う

み
ど
り
さ
ん
（
３
０
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
両

り
ょ
う

親し
ん

の
出で

稼か
せ

ぎ
で
７

歳さ
い

の
と
き
日に

本ほ
ん

に
移い

住じ
ゅ
うし

た
。

そ
の
後ご

は
、
数す

う

年ね
ん

ご
と
に
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
を
行い

き
来き

す
る
生せ

い

活か
つ

を
し
て
い
る
。

　
「
子こ

供ど
も

の
と
き
は
日に

本ほ
ん

語ご

が

わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
皇こ

う

族ぞ
く

の
こ
と
は
た
び
た
び
テ
レ
ビ
で

流な
が

れ
て
い
た
の
で
知し

っ
て
い
ま

し
た
。
今こ

ん

回か
い

の
眞ま

子こ

様さ
ま

の
ご
来ら

い

伯は
く

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

の
ニ
ュ
ー

ス
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
み
て

知し

り
ま
し
た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

、
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

関か
ん

係け
い

な
く
、
み
ん
な
お

祝い
わ

い
ム
ー
ド
に
な
れ
ば
い
い
と

思お
も

い
ま
す
」
と
話は

な

し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

部ぶ

で
お
祝い

わ

い
ム
ー
ド
に

　

貝か
い

塚づ
か

晴は
る

子こ

さ
ん
（
８
７
、
和わ

歌か

山や
ま

）
は
２
５
歳さ

い

の
と
き
に
聖せ

い

州
し
ゅ
う

ソ
ロ
カ
バ
地ち

方ほ
う

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
。
若わ

か

い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
カ
ラ
オ
ケ
を

続つ
づ

け
、
日に

本ほ
ん

の
歌う

た

を
愛あ

い

し
て
い
る
。

「
眞ま

子こ

様さ
ま

の
こ
と
は
最さ

い

近き
ん

、
結け

っ

婚こ
ん

の
話わ

題だ
い

な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
よ
く
見み

る
わ
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
と
て
も
遠と

お

い
か
ら
、
健け

ん

康こ
う

に
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
気き

を
つ

け
て
各か

く

地ち

を
回ま

わ

っ
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
わ
」
と
話は

な

し
た
。

健け
ん

康こ
う

に
気き

を
付つ

け
て

各か
く

地ち

を
お
回ま

わ

り
に
な
って
欲ほ

し
い

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は
例れ

い

年ね
ん

、

和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
お
好こ

の

み
焼や

き

が
大だ

い

人に
ん

気き

だ
。
準

じ
ゅ
ん

備び

を
取と

り
仕し

切き

る
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
宮み

や

下し
た

チ
エ
子こ

さ
ん
（
６
８
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

）

は
、
２
年ね

ん

前ま
え

、
パ
ラ
グ
ア
イ
で

行お
こ
なわ
れ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

へ
の
ツ
ア
ー
に
参さ

ん

加か

し
、

ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

に
な
っ
た
眞ま

子こ

様さ
ま

を
拝は

い

し
た
。「
着き

物も
の

姿す
が
たが
と
て
も
可か

愛わ
い

か
っ
た
わ
。
若わ

か

い
の
に
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

や
現げ

ん

地ち

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

さ
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
うし
て
立り

っ

派ぱ

だ
と
思お

も

っ
た
」

と
惚ほ

れ
惚ぼ

れ
し
た
様よ

う

子す

で
話は

な

す
。

「
戦せ

ん

前ぜ
ん

は
皇こ

う

族ぞ
く

に
お
会あ

い
す
る
な

ん
で
考か

ん
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
眞ま

子こ

様さ
ま

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
、
特と

く

に
高こ

う

齢れ
い

の
方か

た

に
と
っ
て
は
す
ご
い
こ
と
。
感か

ん

激げ
き

だ
わ
」
と
話は

な

し
た
。

眞ま

子こ

さ
ま
の
着き

物も
の

姿す
が
た

に
感か

ん

心し
ん

　

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

マ
リ
ン
ガ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
司し

会か
い

を
務つ

と

め

る
吉よ

し

田だ

国く
に

広ひ
ろ

さ
ん
（
７
３
、２

世せ
い

）
は
、
こ
れ
ま
で
も
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
２
０
０
８

年ね
ん

の
移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

な
ど
、
パ
ラ
ナ
で
行お

こ
な

わ
れ
た

様さ
ま

々ざ
ま

な
式し

き

典て
ん

の
司し

会か
い

を
担た

ん

当と
う

　

島し
ま

田だ

高た
か

弘ひ
ろ

さ
ん

（
７
２
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）

は
４
０
年ね

ん

に
わ
た
っ

て
卵た

ま
ごの
販は

ん

売ば
い

を
続つ

づ

け
、

現げ
ん

在ざ
い

は
聖せ

い

市し

内な
い

の
市い

ち

場ば

で
屋や

台た
い

を
開ひ

ら

く
。

「
眞ま

子こ

様さ
ま

に
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル

で
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
て
い

る
様よ

う

子す

を
ご
覧ら

ん

に

　

聖せ
い

市し

の
と
ん
か
つ
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

「
あ
じ
さ
い
」
で
食

し
ょ
く

事じ

を
し
て

い
た
若わ

か

杉す
ぎ

侑ゆ

利り

佳か

さ
ん（
４
５
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
、
従い

兄と

弟こ

が
こ
の
店み

せ

に
勤つ

と

め
て
い
て
、
よ
く
来ら

い

店て
ん

す

る
と
い
う
。
デ
カ
セ
ギ
で
日に

本ほ
ん

に
６
年ね

ん

間か
ん

住す

ん
だ
経け

い

験け
ん

が
あ

り
、
そ
の
と
き
に
皇こ

う

族ぞ
く

や
眞ま

子こ

様さ
ま

の
こ
と
を
知し

っ
た
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
観み

て
い
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
得え

ら

れ
る
け
ど
、
観み

る
の
は
高こ

う

齢れ
い

の
人ひ

と

が
多お

お

い
で
し
ょ
う
。
私わ

た
し

ぐ
ら
い
の

年ね
ん

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
あ
ま
り
日に

本ほ
ん

の

こ
と
を
知し

ら
な
い
か
も
ね
」
と
言い

う
。「
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
眞ま

子こ

さ
ま
に
は
若わ

か

い
世せ

代だ
い

の
人ひ

と

た
ち

と
も
た
く
さ
ん
交こ

う

流り
ゅ
うし

て
い
た
だ

き
た
い
わ
」
と
期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

若わ
か

い
世せ

代だ
い

と
の
ご
交こ

う

流り
ゅ
う

を

二に

世せ
い

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

三さ
ん

、四よ
ん

、五ご

世せ
い

に
渡わ

た

す
契け

い

機き

し
て
き
た
。

　

吉よ
し

田だ

さ
ん
は
「
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

に

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
は
州

し
ゅ
う

民み
ん

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

一い
ち

　

独ど
く

自じ

の
武ぶ

術じ
ゅ
つを
指し

導ど
う

し
、
８

カ
国こ

く

に
７
０
以い

上じ
ょ
うの
支し

部ぶ

を

有ゆ
う

す
る
二に

天て
ん

古こ

武ぶ

道ど
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

。

な
っ
て
ほ
し
い
ね
。
卵た

ま
ご

み
た

い
な
生な

ま

も
の
は
信し

ん

用よ
う

が
な
い
と

買か

っ
て
も
ら
え
な
い
。
私わ

た
し
が
長な

が

年ね
ん

も
商

し
ょ
う

売ば
い

を
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る

の
は
、
先せ

ん

輩ぱ
い

た
ち
が
ブ
ラ
ジ
ル

で
し
っ
か
り
働は

た
ら
い
て
、
信し

ん

頼ら
い

を

勝か

ち
取と

っ
た
か
ら
だ
よ
」
と
誇ほ

こ

同ど
う

の
大お

お

き
な
喜よ

ろ
こ

び
。
盛せ

い

大だ
い

な
祭さ

い

典て
ん

で
お
迎む

か

え
し
た
い
」
と
歓か

ん

迎げ
い

。
ま
た
「
今こ

ん

回か
い

は
二に

世せ
い

が

一い
っ

世せ
い

か
ら
受う

け
継つ

い
だ
日に

本ほ
ん

の
す
ば
ら
し
い
文ぶ

ん

化か

を
、
三さ

ん

、

四よ
ん

、
五ご

世せ
い

に
渡わ

た

す
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
意い

味み

で
１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

よ
り
も
意い

義ぎ

深ぶ
か

い
も
の
に
な
る
。
そ
こ

を
良よ

く
ご
覧ら

ん

い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話は

な

し
た
。

日
にっ

系
けい

人
じん

が勝
か

ち取
と

った
信
しん

用
よう

を感
かん

じていただければ

ら
し
げ
に
話は

な

す
。

　
ま
た
、「
日に

本ほ
ん

に
は
何な

ん

回か
い

か
帰か

え
っ

た
け
れ
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
ほ
う
が
古ふ

る

い
日に

本ほ
ん

が
残の

こ

っ
て

い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
ほ

う
が
む
し
ろ
皇こ

う

族ぞ
く

に
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を

持も

って
い
る
の
で
は
」と
も
話は

な

し
た
。

日に
 ほ
ん本
ブ
ラ
ジ
ル
移い

 み
ん民
１
１
０
周し

ゅ
う
 ね
ん年
記き

 ね
ん念
・
眞ま

 こ子
内な

い
 し
ん
 の
う

親
王
ご
来ら

い

伯は
く
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